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はじめに

このマニュアルでは、次の作業手順について説明します。

� Sun™ Studio 8 ソフトウェアおよびシリアル番号のインストール
� Java™ 2 Platform, Standard Edition (J2SE™) テクノロジのインストール (推奨)
� インストール後の統合開発環境 (IDE) の起動と設定
� Sun Studio 8 ソフトウェアのアンインストール
� インストールに関する問題のトラブルシューティング

このマニュアルは、ソフトウェアのインストールを行うシステム管理者、およびソフ
トウェア開発アプリケーションを使用する開発者を対象にしています。Solaris™ オペ
レーティングシステム (OS) と UNIX® のコマンドについて多少の知識が必要となり
ます。
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書体と記号について
次の表と記述は、このマニュアルで使用している書体と記号について説明していま
す。

書体または

記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、

ディレクトリ名、画面上の

コンピュータ出力、コー

ディング例。

.login ファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイルを表

示します。

machine_name% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字

を、画面上のコンピュータ

出力と区別して表わしま

す。

machine_name% su

Password:

AaBbCc123

またはゴ

シック

コマンド行の可変部分。実

際の名前または実際の値と

置き換えてください。

rm filename と入力します。

rm ファイル名 と入力します。

『 』 参照する書名を示します。 『SPARCstorage Array ユーザーマニュア

ル』

「 」 参照する章、節、または、

強調する語を示します。

第 6 章「データの管理」を参照してくだ

さい。

この操作ができるのは、「スーパーユー

ザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、

テキストがページ行幅を超

える場合、バックスラッ

シュは、継続を示します。

machinename% grep ‘^#define \　

XV_VERSION_STRING’

➤ 階層メニューのサブメ

ニューを選択することを示

します。

作成: 「返信」➤「送信者へ」
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シェルプロンプトについて

コンパイラとツールのマニュアルへのア
クセス
マニュアルには、以下からアクセスできます。

� 製品マニュアルは、ご使用のローカルシステムまたはネットワークの製品にイン
ストールされているマニュアルの索引から入手できます。
/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html

製品ソフトウェアが /opt 以外のディレクトリにインストールされている場合
は、システム管理者に実際のパスをお尋ねください。

� マニュアルは、docs.sun.com の Web サイトで入手できます。以下に示すマ
ニュアルは、インストールされているソフトウェアからアクセスできます。

� 『Standard C++ Library Class Reference』
� 『標準 C++ ライブラリ・ユーザーズガイド』
� 『Tools.h++ クラスライブラリ・リファレンスマニュアル』
� 『Tools.h++ ユーザーズガイド』

� リリースノートは、docs.sun.com で入手できます。

� IDE の全コンポーネントのオンラインヘルプは、IDE 内の「ヘルプ」メニューだ
けでなく、多くのウィンドウおよびダイアログにある「ヘルプ」ボタンを使って
アクセスできます。

インターネットの Web サイト (http://docs.sun.com) から、サンのマニュアルを
参照したり、印刷したり、購入することができます。マニュアルが見つからない場合
はローカルシステムまたはネットワークの製品とともにインストールされているマ
ニュアルの索引を参照してください。

シェル プロンプト

UNIX の C シェル machine_name%

UNIX の Bourne シェルと Korn シェル machine_name$

スーパーユーザー (シェルの種類を問わない) #
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注 – Sun では、本マニュアルに掲載した第三者の Web サイトのご利用に関しまして
は責任はなく、保証するものでもありません。また、これらのサイトあるいはリソー
スに関する、あるいはこれらのサイト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広
告、製品、あるいは資料に関して一切の責任を負いません。Sun は、これらのサイト
あるいはリソースに関する、あるいはこれらのサイトから利用可能であるコンテン
ツ、製品、サービスのご利用あるいは信頼によって、あるいはそれに関連して発生す
るいかなる損害、損失、申し立てに対する一切の責任を負いません。

アクセシブルな製品マニュアル

マニュアルは、技術的な補足をすることで、ご不自由なユーザーの方々にとって読み
やすい形式のマニュアルを提供しております。アクセシブルなマニュアルは以下の表
に示す場所から参照することができます。製品ソフトウェアが /opt 以外のディレク
トリにインストールされている場合は、システム管理者に実際のパスをお尋ねくださ
い。

マニュアルの種類 アクセシブルな形式と格納場所

マニュアル (サードパーティ製マ
ニュアルは除く)

形式 : HTML 
場所 : http://docs.sun.com

サードパーティ製マニュアル

• 『Standard C++ Library Class 
Reference』

• 『標準 C++ ライブラリ・ユー

ザーズガイド』

• 『Tools.h++ クラスライブラ

リ・リファレンスマニュア
ル』

• 『Tools.h++ ユーザーズガイ

ド』

形式 : HTML 
場所 : file:/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html の
マニュアル索引

Readme およびマニュアルペー

ジ

形式 : HTML 
場所 : file:/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html の
マニュアル索引

オンラインヘルプ 形式 : HTML 
場所 : IDE 内の「ヘルプ」メニュー

リリースノート 形式 : HTML 
場所 : http://docs.sun.com
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コンパイラとツールに関する関連マニュアル

以下の表は、file:/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html および 
http://docs.sun.com から参照できるマニュアルの一覧です。製品ソフトウェア
が /opt 以外のディレクトリにインストールされている場合は、システム管理者に実
際のパスをお尋ねください。

関連する Solaris マニュアル
次の表では、docs.sun.com の Web サイトで参照できる関連マニュアルについて説
明します。

マニュアルタイトル 内容の説明

数値計算ガイド 浮動小数点演算における数値の精度に関する問題に

ついて説明しています。

マニュアルコレクション マニュアルタイトル 内容の説明

Solaris Reference Manual 
Collection

マニュアルページのセク

ションのタイトルを参照。

Solaris のオペレーティングシ

ステムに関する情報を提供して
います。

Solaris Software Developer 
Collection

リンカーとライブラリ Solaris のリンクエディタと実

行時リンカーの操作について説
明しています。

Solaris Software Developer 
Collection

マルチスレッドのプログラ
ミング

POSIX と Solaris スレッド 
API、同期オブジェクトのプロ

グラミング、マルチスレッド化
したプログラムのコンパイル、

およびマルチスレッド化したプ
ログラムのツール検索について

説明します。
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開発者向けのリソース
http://developers.sun.com/prodtech/cc にアクセスし、Compiler 
Collection というリンクをクリックして、以下のようなリソースを利用できます。リ
ソースは頻繁に更新されます。

� プログラミング技術と最適な演習に関する技術文書

� プログラミングに関する簡単なヒントを集めた知識ベース

� コンパイラとツールのコンポーネントのマニュアル、ソフトウェアと共にインス
トールされるマニュアルの訂正

� サポートレベルに関する情報

� ユーザーフォーラム

� ダウンロード可能なサンプルコード

� 新しい技術の紹介

http://sun.co.jp/developers でも開発者向けのリソースが提供されていま
す。

技術サポートへの問い合わせ
製品についての技術的なご質問がございましたら、以下のサイトからお問い合わせく
ださい (このマニュアルで回答されていないものに限ります)。

http://sun.co.jp/service/contacting
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第 1 章

インストールの準備

この章には、次のトピックに関する情報が含まれます。

� ソフトウェアのインストールの概要
� システム条件
� スワップ空間の追加
� インストーラのローカル表示とリモート表示の選択
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ソフトウェアのインストールの概要
この節では、Sun Studio 8 ソフトウェア、製品シリアル番号、およびサポートソフト
ウェアをインストールする一般的な手順についての概要を説明します。個々の手順に
ついては、各ステップに示した参照先を参照してください。

このマニュアルの手順を実行すると、Sun Studio 8 ソフトウェアを使用できるように
なります。

タスク 説明 参照先

1. Sun Studio 8 ソフトウェアのインス
トール先のシステムが、このリリー

スの最低条件を満たしていることを
確認します。

2. 旧リリースの Sun ONE Studio また
は Forte Developer ソフトウェアを

残しておくかどうかを決定します。

3. 製品のインストール時に、製品シリ
アル番号をインストールする必要が
あります。

4. ローカル表示とリモート表示のどち
らでインストーラを表示するかを決

定します。

5. Java™ 2 Platform, Standard Edition 
テクノロジがシステムにインストー

ルされていることを確認します。

パフォーマンスを正常に維持する
ために、システム条件に合ったシ

ステムを使用することをお薦めし
ます。

Sun Studio 8 は、Sun ONE Studio 
8, Compiler Collection と同じディ

レクトリへインストールされま
す。旧リリースを残しておく場合

は、この Sun Studio 8 ソフトウェ
アのインストール先として別の

ディレクトリを指定します。

製品は、有効なシリアル番号がな

いと動作しません。

Sun Studio ソフトウェアは、リ

モート表示またはローカル表示の
どちらを使用してもインストール

できます。

Sun Studio 8 ソフトウェアは、
Java™ 2 Platform, Standard Edition 
1.4.2_02 テクノロジをサポートしま
す。

この手順については、3 ページ
の「システム条件」を参照して

ください。

この手順については、第 2 章の
12 ページの「旧リリースの 
Sun ONE Studio と Forte 
Developer のサポート」を参照

してください。

製品のインストールとシリアル

番号のインストールについて
は、第 2 章を参照してくださ

い。

詳細については、5 ページの
「インストーラのローカル表示
とリモート表示の選択」を参照

してください。

J2SE のインストール手順につ
いては、第 2 章を参照してくだ
さい。
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システム条件

この Sun Studio 8 リリースは、Solaris™ オペレーティングシステム (SPARC® プラッ
トフォーム版) バージョン 7、8、および 9 と、Solaris オペレーティングシステム 
(x86 プラットフォーム版) バージョン 7、8、および 9 をサポートしています。

注 – ディスク容量の条件、およびこのリリースに関する最新の情報については、
http://www.sun.com/software/products/studio/index.html の Sun 
Studio 8 ソフトウェアのリリースノート を参照してください。

表 1-1 にシステム条件を示します。

*スワップ空間のチェックには、swap -s コマンドを使用してください。

表 1-1 システム条件

Solaris SPARC プラットフォーム版 Solaris x86 プラットフォーム版

オペレーティング
システム

Solaris 7、8、または 9 Solaris 7、8、または 9

システム Sun Blade 750 MHz
または UltraSPARC III 750 MHz を
推奨。Ultra 60 450 MHz 以上

Pentium III 1 GHz を推奨

Pentium III 500 MHz 以上

ディスク容量 1.5 G バイト 500 M バイト

(ディスク容量のチェックには、df -k コマンドを使用してください。)

モニター 1024 x 768 解像度

メモリー 512 M バイト以上、1 G バイトを推奨

スワップ空間* 1 G バイト以上、2 G バイトを推奨

J2SE テクノロジ J2SE 1.4.1_07 または 1.4.2_02 テクノロジ

オペレーティング

システム構成

全体ディストリビューションと OEM サポート、全体ディストリ 
ビューション、または開発者システムサポート (オペレーティングシス
テムの構成を判断するには、インストールされているパッケージを確

認する必要があります。それぞれの構成に固有のパッケージがインス
トールされます。詳細は Solaris OS のインストールマニュアルを参照

してください。)
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スワップ空間の追加
スワップ空間を追加するには、以下を実行します。

1. 次のコマンドを入力して、スーパーユーザー (root) になります。

2. スワップ空間を追加するために、次のコマンドで特定のディレクトリにファイルを作
成します。

ここで、number ではスワップ空間の容量を指定し、それに続けて容量の単位 (M バ
イトの場合は m、K バイトの場合は k、ブロックの場合は b) を入力します。directory 
では、スワップ空間の追加権限が与えられているディレクトリを指定します。
swap-file-name では、作成するスワップファイルの名前を指定します。

たとえば、foo ディレクトリに 16mswap という名前の 16 M バイトのスワップファ
イルを作成するには、次のようにします。

詳細は、mkfile(1M) のマニュアルページを参照してください。

3. 次のとおり入力して、ファイルが作成されたかどうか確認します。

新しいファイルがディレクトリに表示されます。次に例を示します。

4. swap コマンドを実行して、追加するスワップ空間を指定します。

% su
Password: root-password

mkfile number[m|k|b] /directory/swap-file-name

# mkfile 16m /foo/16mswap

# ls -l /directory/swap-file-name

# ls -l /foo/16mswap
-rw------T   1 root     other    16777216 Dec 12 14:24 /foo/16mswap

# swap -a /directory/swap-file-name
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5. 次のとおり入力して、スワップ空間が追加されたかどうか確認します。

出力には、割り当てられたスワップ空間が表示されます。次に例を示します。

インストーラのローカル表示とリモート
表示の選択
グラフィカルユーザーインタフェースインストーラまたはコマンド行インストーラを
使用した Sun Studio 8 ソフトウェアのインストールでは、インストーラをローカル
表示またはリモート表示することができます。

� ローカル表示 - ソースコンピュータとディスプレイコンピュータが同じです。製

品 CD-ROM またはダウンロードしたファイルが存在し、インストーラを実行する
コンピュータに、インストーラウィンドウやコマンド行インストーラを表示しま
す。この場合は、第 2 章に進みます。

� リモート表示 - ソースコンピュータとディスプレイコンピュータが別々です。
ソースコンピュータに製品 CD-ROM またはダウンロードしたファイルをセットし

て、インストーラを実行します。ディスプレイコンピュータではインストーラ
ウィンドウやコマンド行インストーラを表示します。リモート表示を使ってイン
ストールを行う場合は、5 ページの「リモート表示によるインストールの準備」ま
たは 7 ページの「NFS マウントファイルシステムでのリモート表示によるインス
トールの準備」の手順を実行します。

リモート表示によるインストールの準備

リモート表示を使ってインストールを行う場合、次の手順に従ってください。

#swap -s

#swap -s

合計: 289336k バイト割り当て済み + 27008k 予約済み = 316344k 使用済み, 
298336k 使用可
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1. ディスプレイコンピュータで、コマンド行に次のコマンドを入力し、クライアントか
ら X サーバーにアクセスできるようにします。

source-computer-name には、ソースコンピュータ (製品 CD-ROM またはダウンロー
ドしたファイルを含むコンピュータ) で /usr/bin/hostname コマンドを実行した
ときに出力される名前を入力します。

2. 次のコマンドを入力して、ソースコンピュータにログインし、スーパーユーザー 
(root) になります。

3. ソースコンピュータで、ディスプレイコンピュータに接続されたモニターを表示先に
設定します。

C シェルを使用する場合は、次のコマンドを入力します。

Bourne シェルを使用する場合は、次のコマンドを入力します。

Korn シェルを使用する場合は、次のコマンドを入力します。

display-computer-name には、ディスプレイコンピュータで /usr/bin/hostname コ
マンドを実行したときに表示される名前を入力します。

% xhost + source-computer-name

% rlogin source-computer-name -l rootname
Password: root-password

# setenv DISPLAY display-computer-name:0.0

# DISPLAY=display-computer-name:0.0
# export DISPLAY

# export DISPLAY=display-computer-name:0.0
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NFS マウントファイルシステムでのリモート表示
によるインストールの準備

NFS マウントファイルシステムに対する書き込み権がある場合は、リモート表示を
使用してインストールを行うことができます。問題が発生した場合の解決方法につい
ては、第 5 章の 49 ページの「NFS マウントファイルシステムでインストールが失敗
した場合」を参照してください。

注 – この方法でのインストールを選択すると、すべてのファイルが NFS マウント
ファイルシステムの nobody によって所有されて、ディレクトリの所有者を知ること
が難しくなります。また、アンインストーラはローカルマシンにあるため、製品をア
ンインストールする場合は、このローカルマシンを使用してアンインストーラを実行
する必要があります。

次の手順を実行して、NFS マウントファイルシステムでのリモート表示を使ってイ
ンストールを行う準備をしてください。

製品のシリアル番号の検索

製品を購入すると、製品パッケージに封入されているカードにシリアル番号が記載さ
れています。カードに記載された 26 桁の番号を、インストール時にインストーラの
「シリアル番号を入力」ページに入力します。インストール時に 60 日間の試用ライ
センスのシリアル番号を生成することもできます。

電子ダウンロードしたファイルのインストール

電子ダウンロードによってファイルを取得した場合は、ダウンロードしたファイルの
詳しいダウンロードおよび抽出手順が製品 Web サイトのダウンロードページに掲載
されています。「Download Instructions」の指示に従って作業を実行してから、製
品のインストールを進めてください。

ソースコンピュータの準備

1. 次のコマンドを入力して、スーパーユーザー (root) になります。

% su
Password: root-password
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注 – 次の例では、CD-ROM 名として studio_8_sol_sparc を使用しています。実
際には、製品の CD-ROM 名を studio_8_sol_sparc の代わりに使用してくださ
い。製品ファイルを電子ダウンロードした場合は、ダウンロードしたディレクトリ名
を studio_8_sol_sparc の代わりに使用してください。電子ダウンロードした
ファイルからインストールする場合は、すべてのファイルを「ソースマシンのダウン
ロードディレクトリ」で圧縮解除してから、インストールを進める必要があります。

2. 次の行を /etc/dfs/dfstab ファイルに追加して、製品イメージを NFS ファイルシ
ステムとして共有してください。

3. 次のように入力して、ソースコンピュータが NFS サーバーであることを確認しま
す。

次の例に示すような画面出力が表示されたら、nfsd は実行されています。

前の例に示したような画面出力が表示されない場合は、次のように入力して nfsd を
開始します。

前の例に示したような画面出力が表示されます。もし表示されない場合は、システム

管理者またはご購入先に連絡してください。

nfsd が実行されている場合、次のように入力して製品イメージを使用できるように
します。

share -F nfs -o ro /cdrom/studio_8_sol_sparc

# ps -ef | grep nfsd

root 237 1 17 Jun 04 ? 0:00 /usr/lib/nfs/nfsd -a 16

# /etc/init.d/nfs.server start
# ps -ef | grep nfsd

# /usr/sbin/shareall
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4. 次のように入力して、ソースコンピュータが製品ディレクトリをエクスポートするこ
とを確認します。

次の例に示すような画面出力が表示されます。

ディスプレイコンピュータの準備

1. コマンド行に次のコマンドを入力して、クライアントから X サーバーにアクセスで
きるようにします。

source-computer-name には、ソースコンピュータで /usr/bin/hostname コマンド
を実行したときに表示される名前を入力します。

2. 次のコマンドを入力して、スーパーユーザー (root) としてログインします。

3. 次のコマンドを入力して、新規ディレクトリを作成します。

ここで、install-directory は、製品をインストールするディレクトリを示します。

4. 次のコマンドを入力して製品ファイルをマウントします。

5. 次のコマンドを入力して、手順 3 で作成したディレクトリに移動します。

# /usr/sbin/dfshares

RESOURCE SERVER ACCESS TRANSPORT
server-name:product-location server-name - -

% /usr/openwin/bin/xhost + source-computer-name

% su
Password: root-password

# mkdir /install-directory

# mount source-machine:/cdrom/studio_8_sol_sparc /install-directory

# cd /install-directory
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6. ディスプレイを、使用しているモニターに設定します。

C シェルを使用する場合は、次のコマンドを入力します。

Bourne シェルを使用する場合は、次のコマンドを入力します。

Korn シェルを使用する場合は、次のコマンドを入力します。

このリリースに含まれる機能
この Sun Studio 8 ソフトウェアリリースには、次のインストール機能が含まれてい
ます。

� グラフィカルユーザーインタフェースのインストール
� コマンド行のインストール
� バッチのインストール
� Solaris JumpStart™ のインストール (Solaris™ 9 オペレーティングシステムの場合

のみ)
� シリアル番号インストールツール (snit)
� J2SE ソフトウェアのインストール
� グラフィカルユーザーインタフェースのアンインストール
� コマンド行のアンインストール
� バッチのアンインストール

このマニュアルには、各機能を使用する手順が示されています。

# setenv DISPLAY source-computer-name:0.0

# DISPLAY=source-computer-name:0.0
# export DISPLAY

# export DISPLAY=source-computer-name:0.0
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第 2 章

Sun Studio 8 ソフトウェアのインス
トール

この章では、Sun™ Studio 8 ソフトウェアとシリアル番号をインストールするための
具体的な手順について説明します。

注 – ソフトウェアのインストールに pkgadd コマンドを使用することは避けてくだ
さい。提供されているインストーラを使用してください。
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旧リリースの Sun ONE Studio と Forte 
Developer のサポート
旧リリースがシステムにインストールされている場合に Sun Studio 8 ソフトウェア
をインストールする場所を決定する方法を表 2-1 に示します。

表 2-1 旧リリースがインストールされている場合の Sun Studio 8 のインストール場
所

インストールされているソフトウェア
バージョン Sun Studio 8 ソフトウェアのインストール場所

Sun Studio 8 Early Access ソフトウェア 製品をインストールすると、インストールプロセ
ス時に Early Access バージョンが自動的にアン

インストールされます。Early Access バージョン

をシステムから手動でアンインストールする場合
の方法は、36 ページの「旧バージョンの Sun 
ONE Studio がインストールされている場合のア
ンインストール」を参照してください。

Sun ONE Studio 8, Compiler Collection 
ソフトウェア

オプション 1: Sun ONE Studio 8, Compiler 
Collection と同じディレクトリに Sun Studio 8 を
インストールします。このオプションでは、既存

の Sun ONE Studio 8, Compiler Collection パッ

チとアップグレードを維持できます。このオプ
ションを選択した場合で Sun Studio 8 をアンイ

ンストールするときは、Sun ONE Studio 8, 
Compiler Collection もアンインストールされま

す。

オプション 2: Sun ONE Studio 8, Compiler 
Collection とは別に Sun Studio 8 をインストール
します。このオプションを選択した場合は、Sun 
ONE Studio 8, Compiler Collection とは別のシ

ステムに Sun Studio 8 ソフトウェアをインス
トールする必要があります。Sun Studio 8 のイン

ストール先には、Sun ONE Studio 8, Compiler 
Collection のパッチをすべてインストールする必
要があります。パッチは 
http://sunsolve.sun.com から入手できま
す。



第 2 章 Sun Studio 8 ソフトウェアのインストール 13

インストールが完了したら、環境変数 PATH と MANPATH を修正し、新しいディレク
トリを使用するように設定します。新しいリリースを使用するために変数を設定する
方法の詳細については、26 ページの「開発ツールとマニュアルページへのアクセス
の設定」を参照してください。

試用版ソフトウェアからのアップグレー

ド
試用版ソフトウェアから購入版ソフトウェアにアップグレードする場合、ソフトウェ
アを再インストールする必要はありません。インストールする必要があるのは、正規
ライセンスのシリアル番号だけです。シリアル番号インストールツール (snit) ユー
ティリティは、コマンド行から実行して、ライセンスファイルの内容を表示し、シリ
アル番号をインストールするために使用します。

正規ライセンスのシリアル番号をインストールするには、以下の手順に従います。

Sun ONE Studio 7, Compiler Collection 新しいリリースには別のインストールディレクト
リを選択します。たとえば、旧リリースの開発支

援ツールが /opt ディレクトリにインストールさ
れている場合は、十分なディスク空き容量を持つ

ファイルシステムの新しいディレクトリに新しい
開発支援ツールをインストールします。同じディ

レクトリに複数のリリースをインストールする
と、アンインストーラによってアンインストール

する必要がないリリースからパッケージが削除さ
れて、製品レジストリファイルが破壊される場合

があります。

Forte Developer リリース 新しいリリースには別のインストールディレクト

リを選択します。たとえば、旧リリースの開発支
援ツールが /opt ディレクトリにインストールさ

れている場合は、十分なディスク空き容量を持つ
ファイルシステムの新しいディレクトリに新しい

開発支援ツールをインストールします。同じディ
レクトリに複数のリリースをインストールする

と、アンインストーラによってアンインストール
する必要がないリリースからパッケージが削除さ

れて、製品レジストリファイルが破壊される場合
があります。

表 2-1 旧リリースがインストールされている場合の Sun Studio 8 のインストール場
所 (続き)

インストールされているソフトウェア

バージョン Sun Studio 8 ソフトウェアのインストール場所
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1. 正規ライセンスの番号を確認します。この手順については、7 ページの「製品のシリ
アル番号の検索」を参照してください。

2. 次のコマンドを入力して、スーパーユーザー (root) になります。

3. snit コマンドを使用して、次のようにシリアル番号を入力します。

シリアル番号は、製品の serial.dat ファイルにインストールされます。snit コマ
ンドオプションの詳細については、snit(1) のマニュアルページを参照してくださ
い。

インストール方法の選択
Sun Studio 8 ソフトウェアをインストールするには、次に示す 4 つの方法がありま

す。

� GUI (グラフィカルユーザーインタフェース) インストーラを使用します。この手
順については、15 ページの「GUI インストーラの使い方」を参照してください。

� グラフィカルユーザーインタフェース機能が使用できない場合は、コマンド行イ
ンストーラを使用します。この手順については、19 ページの「コマンド行インス
トーラの使い方」を参照してください。

� バッチインストーラ (21 ページの「バッチインストーラの使い方」を参照) を使用
して、デフォルトのインストール先にソフトウェアをインストールします。

� Solaris JumpStart™ インストーラを Solaris™ 9 オペレーティングシステム (OS) (24 
ページの「Solaris JumpStart インストーラの使い方」を参照) で使用します。この
インストーラを使用すると、Sun Studio 8 ソフトウェアを複数のシステムにイン
ストールする必要がある場合に、ソフトウェアインストールプロセスを自動化す
ることができます。

注 – Solaris 7 でのインストールでは、J2SE のバージョンが 1.2 以下の場合、
J2SE 1.4.2 をインストールするようにメッセージが表示されます。メッセージに
したがって J2SE 1.4.2 をインストールしてから、Sun Studio 8 ソフトウェアの
インストールをおこなってください。

% su
Password: root-password

% /install-directory/SUNWspro/bin/snit -i serial-number -f /install-
directory/SUNWspro/prod/lib/serial.dat
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注 – CD-ROM 名は、studio_8_sol_sparc および studio_8_sol_x86 です。例
では、CD-ROM 名の studio_8_sol_arch を使用しています。

GUI インストーラの使い方
ここでは、製品 CD-ROM で提供されているグラフィカルユーザーインタフェースイ

ンストーラを使用して、Sun Studio 8 ソフトウェアとシリアル番号をインストールす
る方法を説明します。電子ダウンロードで製品を入手する場合は、製品 Web サイト
のダウンロードページから入手できる「Download Instructions」のすべての指示に
必ず従ってください。

注 – ソフトウェアのインストールに pkgadd コマンドを使用することは避けてくだ
さい。提供されているインストーラを使用してください。インストーラはバックグラ
ウンドで実行しないでください。

1. リモート表示を使用してインストールするかどうかを決めます。詳細については、5 
ページの「インストーラのローカル表示とリモート表示の選択」を参照してくださ
い。

2. スーパーユーザー (root) になっていない場合は、次のように入力してスーパーユー
ザーになります。

注 – スーパーユーザー (root) でログインしないでインストーラを起動した場合は、
スーパーユーザー (root) でログインするようにインストーラから指示されます。

3. CD-ROM ドライブに CD-ROM を挿入します。

製品のインストーラが起動します。

インストーラが起動しない場合、または Solaris™ 9 オペレーティング環境を使用して
いる場合は、自動実行機能が無効になっているか、使用しているシステムがこの機能
に対応していません。その場合、次のどちらかの方法でインストーラを起動します。

� ファイルマネージャウィンドウで、インストーラのアイコンをダブルクリックし
ます。

% su
Password: root-password
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� 次のコマンドを入力します。

開始ページが表示されます。

注 – これはマルチ言語 CD-ROM です。オペレーティングシステムが正しい言語を認
識しない場合は、インストーラを起動するときに、-locales オプションを付けて、
英語であれば en、簡体字中国語であれば zh、日本語であれば ja を使用します。次
に例を示します。/cdrom/studio_8_sol_arch/installer -locales en

(電子ダウンロードの場合) 製品 Web サイトから製品ファイルをダウンロードした場
合は、以下の手順に従います。

a. tar ファイルの展開とインストーラ起動スクリプトの使い方の詳細は、製品 Web 
サイトのダウンロードページから利用できる「Download Instructions」を参照し
てください。

b. ダウンロードディレクトリから、次のコマンドを入力して、インストーラを起動
します。

開始ページが表示されます。

(Solaris Product Registry ツールを使用する場合) Solaris Product Registry ツールを
使ってインストーラを起動できます。

a. 次のコマンドを入力し、Product Registry ツールを起動します。

b. 「新規インストール」をクリックします。

c. 「インストーラの選択」ダイアログで、ダウンロードディレクトリまたは cdrom 
ディレクトリに移動して、インストーラを選択します。

d. 「了解」をクリックして、インストーラを起動します。

開始ページが表示されます。

4. 開始ページで「次へ」をクリックします。

「初期化中」ページが表示されます。初期化が終わると、「バイナリコードライセン
ス契約書」ページが表示されます。

# /cdrom/studio_8_sol_arch/installer

# ./installer

# prodreg
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5. 「バイナリコードライセンス契約書」ページで「同意する」をクリックします。

「同意しない」を選択した場合、インストールを続行できません。

6. 「次へ」をクリックし、「ロケールの選択」ページに進みます。

7. 「ロケールの選択」ページで Sun Studio 8 を使用するための言語を選択します。
英語 [en] チェックボックスを選択解除した場合でも、英語用のデータは必ずインス
トールされます。

8. 「次へ」をクリックし、「コンポーネントの選択」ページに進みます。

9. 「コンポーネントの選択」ページで、各製品のインストール形式を選択します。

� 「インストールしない」を選択した場合、該当する製品はインストールされませ
ん。

� 「デフォルトインストール」を選択した場合、該当する製品のすべてのコンポー
ネントと、それらのコンポーネントに関連するすべてのオンラインドキュメント
がインストールされます。

� 「カスタムインストール」を選択した場合、インストールするサブコンポーネン

トを選択できます (手順 12)。

注 – 「Solaris patches」に対してデフォルトインストールを選択すると、Sun Studio 
8 ソフトウェアに必要なパッチがすべてインストールされます。これらのパッチにつ
いては、付録 B を参照してください。これらのパッチがすでにインストールされて
いる場合、必要なパッチを再びインストールしてもシステムの状態が古いものに戻っ
てしまうことはありません。

10. 「次へ」をクリックし、「インストールディレクトリの選択」ページに進みます。

11. ソフトウェアのインストールディレクトリを /opt から変更するかどうかを決定しま
す。

この新リリースの Sun Studio を旧リリースの Sun ONE Studio や Forte Developer 
と同じコンピュータにインストールする場合、12 ページの「旧リリースの Sun ONE 
Studio と Forte Developer のサポート」を参照してください。

� ソースコンピュータの /opt ディレクトリにインストールする場合、「次へ」を
クリックします。ソースコンピュータの /opt ディレクトリに旧リリースの Sun 
ONE Studio または Forte Developer ソフトウェアがすでにインストールされてい
る場合は、別のインストールディレクトリを選択する必要があります。

� ソースコンピュータの /opt 以外のディレクトリにインストールする場合、テキ
ストフィールドに新しいインストール先を入力するか、ブラウズ機能を使って新
しいインストール先を選択します。選択したディレクトリへの書き込み権限が与
えられていない場合、権限を変更するかどうかを尋ねるメッセージが表示されま
す。権限を変更し、選択したディレクトリへの書き込みを許可しないと、インス
トールを続行できません。ディレクトリ権限の変更については、chmod(1) のマ
ニュアルページを参照してください。
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12. インストールディレクトリを入力したら、「次へ」をクリックします。

「カスタムインストール」を選択した製品がない場合、手順 13 に進みます。

(「カスタムインストール」を選択した場合)「コンポーネントの選択」ページで「カ
スタムインストール」を選択した製品がある場合、それらの製品ごとに「サブコン
ポーネントの選択」ページが表示されます。

a. インストールするサブコンポーネントの横のチェックボックスをクリックして、
そのサブコンポーネントを選択します。

ボックスにチェックマークの付いたサブコンポーネントがインストールされま
す。

b. 「次へ」をクリックし、インストールを続行します。

13. 「シリアル番号を入力」ページで、「60 日間の試用シリアル番号」ボタンをクリッ
クして 60 日間の試用シリアル番号を生成するか、またはテキストボックスに正規ラ
イセンスのシリアル番号を入力します。シリアル番号の確認方法については、7 ペー
ジの「製品のシリアル番号の検索」を参照してください。

14. 「次へ」をクリックしてシリアル番号をインストールします。

インストーラによって十分なディスク容量があるかどうかがチェックされ、「インス
トールの準備完了」ページが表示されます。

15. df -k コマンドを使って、「インストールの準備完了」ページに示されたディスク
容量がシステムで使用可能であることを確認します。製品のインストールに十分な
ディスク容量がある場合にディスク容量エラーメッセージが表示されたときは、エ
ラーメッセージを無視してインストールを続行してください。

16. 「インストールの準備完了」ページに、インストールする製品が表示されていること
を確認します。

� インストールする製品が表示されている場合、「インストール開始」をクリック
します。

� インストールする製品を追加したい場合、「戻る」をクリックして「コンポーネ
ントの選択」ページに戻ります。このページで選択を行い、「次へ」をクリック
すると、「インストールの準備完了」ページに戻ります。

「コンポーネントの選択」ページに戻るときに「シリアル番号のオプション」ダイア
ログが表示された場合には、「再入力」をクリックしてください。
「インストール中」ページにインストールの進行状況を示すグラフが表示されます。
インストールが完了すると、「インストールの一覧」ページが表示されます。

17. 製品のインストールログファイルを参照したい場合、「インストールの一覧」ページ
で該当する製品の「詳細」ボタンをクリックします。

18. 「インストールの後で」ページで、製品登録情報を示すメッセージを読みます。

19. 「終了」をクリックし、Sun Studio 8 ソフトウェアのインストールを終了します。

20. CD-ROM ドライブから CD-ROM を取り出します。
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21. (オプション) リモート表示を使用してインストールを実行した場合は、ディスプレイ
コンピュータで次のコマンドを入力し、クライアントアクセスを不能にします。

22. 次のコマンドを入力して、ソースコンピュータでスーパーユーザーを終了します。

23. Sun Studio 8 ソフトウェアツールとマニュアルページへのアクセスを設定するには、
26 ページの「開発ツールとマニュアルページへのアクセスの設定」の手順に従っ
て、PATH 変数と MANPATH 変数を設定します。

コマンド行インストーラの使い方
ここでは、コマンド行インタフェースを使用して Sun Studio 8 ソフトウェアとシリ
アル番号をインストールする方法について説明します。

注 – ソフトウェアのインストールに pkgadd コマンドを使用することは避けてくだ
さい。提供されているインストーラを使用してください。インストーラをバックグラ
ウンドで実行しないでください。

1. リモート表示を使用してインストールするかどうかを決めます。詳細については、5 
ページの「インストーラのローカル表示とリモート表示の選択」を参照してくださ
い。

2. スーパーユーザー (root) になっていない場合は、次のように入力します。

注 – スーパーユーザー (root) でログインしないでインストーラを起動した場合は、
スーパーユーザー (root) でログインするようにインストーラから指示されます。

# xhost - source-computer-name

# exit

% su
Password: root-password
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3. CD-ROM ドライブに CD-ROM を挿入します。

GUI インストーラが起動した場合は、「終了」をクリックしてインストーラを終了
します。コマンド行でインストーラを再起動するには、次のように入力します。

注 – これはマルチ言語 CD-ROM です。オペレーティングシステムが正しい言語を認
識しない場合は、インストーラを起動するときに、-locales オプションを付けて、
英語であれば en、簡体字中国語であれば zh、日本語であれば ja を使用します。次
に例を示します。/cdrom/studio_8_sol_sparc/installer -nodisplay 
-locales en

(電子ダウンロードの場合) 製品 Web サイトから製品ファイルをダウンロードした場
合は、以下の手順に従います。

a. tar ファイルの展開とインストーラ起動スクリプトの使い方の詳細は、製品 Web 
サイトのダウンロードページから利用できる「Download Instructions」を参照し
てください。

b. ダウンロードディレクトリから、次のコマンドを入力して、コマンド行のインス
トールを開始します。

インストーラをバックグラウンドで実行しないでください。

4. 起動メッセージが表示されます。Enter キーを押し、作業を続行します。

バイナリコードライセンス契約書が表示されます。

注 – キーボードによっては、Enter キーは Return キーと同じです。インストール中

にデフォルトの選択項目を確定するには、Enter キーを押します。

5. インストーラの指示に従ってインストールを完了します。インストールディレクトリ
の選択についての詳細は、15 ページの「GUI インストーラの使い方」の手順 11 を
参照してください。

6. インストールが完了した場合、製品に対応する番号を入力すると、その製品のログ
ファイルを確認できます。ログファイルの確認が終了したら、完了の番号を入力しま
す。

7. CD-ROM ドライブから CD-ROM を取り出します。

# /cdrom/studio_8_sol_sparc/installer -nodisplay

# /download-directory/installer -nodisplay
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8. (オプション) リモート表示を使用してインストールを実行した場合は、ディスプレイ
コンピュータで次のコマンドを入力し、クライアントアクセスを不能にします。

9. 次のコマンドを入力して、ソースコンピュータでスーパーユーザーを終了します。

10. Sun Studio 8 ソフトウェアツールとマニュアルページへのアクセスを設定するには、
26 ページの「開発ツールとマニュアルページへのアクセスの設定」の手順に従っ
て、PATH 変数と MANPATH 変数を設定します。

バッチインストーラの使い方
Sun Studio 8 ソフトウェア、Sun Performance Library™ ソフトウェア、または Sun 
Studio Source Distribution ソフトウェアは、バッチインストーラによってデフォル
トでのインストールを行うことができます。

注 – ソフトウェアのインストールに pkgadd コマンドを使用することは避けてくだ
さい。提供されているインストーラを使用してください。インストーラをバックグラ
ウンドで実行しないでください。

バッチインストールを行うには、次の手順を実行します。

1. リモート表示を使用してインストールするかどうかを決めます。詳細については、5 
ページの「インストーラのローカル表示とリモート表示の選択」を参照してくださ
い。

2. スーパーユーザー (root) になっていない場合は、次のように入力します。

# xhost - source-computer-name

# exit

% su
Password: root-password
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3. 次のコマンドを使用してバッチインストーラを実行します。

(電子ダウンロードの場合) 次のコマンドを使用してバッチインストーラを実行しま
す。

各コンポーネントのバッチインストーラコマンドは以下のとおりです。

� Sun Studio コンパイラ、ツール、および IDE の場合 : 
batch_installer_studio

� Sun Performance Library ソフトウェアの場合 : batch_installer_perflib
� Sun Studio Source Distribution ソフトウェアの場合 : batch_installer_src

batch_installer コマンドで使用可能なオプションについては、表 2-2 を参照して
ください。

batch_installer [-s serial number] [-d dirname | -R root-path] [-h] 

batch_installer_component-name [-s serial number] [-d dirname | -R 
root-path] [-h] 

表 2-2 batch_installer のオプションとオプションの説明

オプション名 オプションの説明

-s serial number 正規ライセンスのシリアル番号をインストールします。このオプション
を使用しないと、デフォルトで 60 日間の試用ライセンスのシリアル番

号が生成されます。

-d dirname ディレクトリ dirname にインストールします。

-R root-path ルートシステムと製品の絶対パスを指定します。このオプションは 
JumpStart インストールで使用して、ルートディレクトリを設定しま

す。
注 : このオプションはバッチインストーラでのみ使用してください。

-h batch_installer コマンドの使用法情報を表示します。
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batch_installer コマンドとオプションは、表 2-3 のシナリオで使用できます。

4. 表 2-3 から適切なインストールシナリオを選択して、batch_installer コマンド
を実行します。たとえば、60 日試用ライセンスのシリアル番号を生成するオプショ
ンを使用して、デフォルト以外のディレクトリにインストールするには、次のように
入力します。

バイナリコードライセンス契約書が表示されて、ディスクの空き容量が十分かどうか
がチェックされます。インストールが続行されて、インストールが完了するとプロン
プトに戻ります。

(電子ダウンロードの場合) 製品 Web サイトから製品ファイルをダウンロードした場
合は、次のように入力します。

5. (オプション) リモート表示を使用してインストールを実行した場合は、ディスプレイ
コンピュータで次のコマンドを入力し、クライアントアクセスを不能にします。

6. 次のコマンドを入力して、ソースコンピュータでスーパーユーザーを終了します。

表 2-3 batch_installer コマンドとオプションを使用したインストールシナリオ

シナリオ 入力するコマンド

デフォルトディレクトリにインストール

して、デフォルトで 60 日間の試用ライ
センスのシリアル番号を生成します。

#./batch_installer 

正規ライセンスのシリアル番号によって
デフォルトディレクトリにインストール

します。

#./batch_installer -s serial number

デフォルトディレクトリ以外のディレク

トリにインストールします。

#./batch_installer -d /dirname

ルートインストールを変更してインス

トールします。

#./batch_installer -R /a/opt 

# /cdrom/studio_8_sol_sparc/batch_installer -d /dirname

# /download-directory/batch_installer -d /dirname

% xhost - source-computer-name

# exit
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7. PATH 変数と MANPATH 変数を設定します。26 ページの「開発ツールとマニュアル
ページへのアクセスの設定」を参照してください。

Solaris JumpStart インストーラの使い
方

Solaris™ 9 オペレーティングシステム (SPARC® プラットフォーム版) および 
Solaris™ 9 オペレーティングシステム (x86 プラットフォーム版) の Solaris 
JumpStart™ インストーラを使用すると、ソフトウェアのインストールプロセスを自
動化して、Sun Studio 8 ソフトウェアを複数のシステムにインストールすることがで
きます。次に、JumpStart のインストール手順の概要を示します。JumpStart インス
トールの詳細については、『Solaris 9 インストールガイド』を参照してください。

注 – 次の手順で、コマンド行の例で使用される cdrom_path には、ダウンロード
ディレクトリの名前を置換してください。

1. ソースマシンの swap パーティションと /opt パーティションの両方に 1 G バイト
を超えるディスク容量があることを確認します。

2. ダウンロードしたファイルを $SI_CONFIG_DIR ディレクトリにコピーします。

3. ソースマシンに常駐する finish スクリプトを作成します。このファイルには、次の情
報を入れる必要があります。

注 – batch_installer -d オプションは、JumpStart インストールでは動作しませ
ん。

使用可能な batch_installer オプションについては、21 ページの「バッチインス
トーラの使い方」を参照してください。

JumpStart インストールプロセスを完了する方法については、『Solaris 9 インストー
ルガイド』を参照してください。

#! /bin/sh
cd $SI_CONFIG_DIR/cdrom_path
./batch_installer -R /a
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J2SE プラットフォームおよび関連する 
Solaris オペレーティングシステムの
パッチのインストール
Sun Studio 8 IDE (Integrated Development Environment: 統合開発環境) は、Java™ 2 
Platform, Standard Edition テクノロジ (J2SE™ テクノロジ) および関連する Solaris™ 
オペレーティングシステム (OS) のパッチをサポートします。

サポートされている J2SE テクノロジがシステムにインストールされている場合は、
インストーラの「コンポーネントの選択」ページに J2SE オプションは表示されませ
ん。

サポートされている J2SE テクノロジがシステムにインストールされていない場合
は、以下のインストーラの 1 つを使ってこれをシステムにインストールできます。

� Solaris OS SPARC® プラットフォーム用 studio_8_sol_sparc_companion 
CD-ROM。companion CD-ROM を使い、15 ページの「GUI インストーラの使い
方」の指示に従って J2SE テクノロジをインストールします。

� Solaris OS x86 プラットフォーム用 studio_8_sol_x86 CD-ROM。製品のイン
ストール時にデフォルトインストールを選択すると、J2SE テクノロジがシステム
にインストールされます。製品インストール時に J2SE テクノロジをインストール
しなかった場合は、インストーラを再度実行し、「コンポーネントの選択」ペー

ジで「J2SE SDK 1.4.2 Solaris OS Patches」を選択してください。

� 以下の製品 Web サイトのダウンロードページからファイルをダウンロードできま
す。http://sun.co.jp/software/sundev/suncc/index.html
ファイル名は以下のとおりです。

� Solaris SPARC プラットフォームの場合は studio8-sol-sparc-j2sdk.tar 
� Solaris x86 プラットフォームの場合は studio8-sol-x86-j2sdk.tar 

tar ファイルの展開についての詳細は、製品 Web サイトのダウンロードページか
ら利用できる「Download Instructions」を参照してください。15 ページの「GUI 
インストーラの使い方」の指示に従って、J2SE テクノロジをインストールしてく
ださい。

インストールの成功の確認
インストールが完了したら、以下のいずれかの方法でインストールが成功したかどう
かを確認できます。
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� インストーラの「インストールの一覧」ページに情報を表示します。ここには、
インストールされた全製品が一覧表示されます。

� Solaris Product Registry を使ってインストールされた全製品を表示します。

prodreg と入力して Product Registry を開きます。

� インストールログファイルを表示します。

a. プロンプトに次のコマンドを入力し、logs ディレクトリに移動します。

b. 次のコマンドを入力し、ファイルを表示します。

ファイル拡張子は、ログファイルによって異なります。

開発ツールとマニュアルページへのアク
セスの設定
Sun Studio 8 ソフトウェアの製品コンポーネントとマニュアルページは、
/usr/bin/ と /usr/share/man の各システムディレクトリにはインストールされ
ません。そのため、Sun Studio 8 ソフトウェアを使用できるようにするには、環境変
数 PATH および MANPATH を修正する必要があります。

注 – この節で示しているパスは、Sun Studio 8 パッケージがデフォルトの /opt 
ディレクトリにインストールされていることを前提にしています。ソフトウェアを別
のディレクトリにインストールした場合、例の中の /opt を該当するディレクトリ名
に置き換えてください。

ホームの環境ファイルの PATH 変数と MANPATH 変数を設定します。以下の例では、
C シェルを使用している場合は .cshrc ファイルが、Bourne シェルや Korn シェル
を使用している場合は .profile ファイルが示されています。

PATH および MANPATH 環境変数の詳細については、SunOS™ マニュアルページの 
csh(1) に C シェルの PATH 変数に関する説明、sh(1) マニュアルページに Bourne 
シェルの PATH 変数に関する説明、ksh(1) マニュアルページに Korn シェルの PATH 
変数に関する説明があります。また、MANPATH 変数の説明はマニュアルページ 
man(1) にあります。

% cd /var/sadm/install/logs

% more Sun_Studio_Software_install.A03200125
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Sun Studio 8 ツールにアクセスするための PATH 環境変数の
設定

Sun Studio 8 ソフトウェアのコマンドを使用するには、PATH 環境変数に 
/opt/SUNWspro/bin というパスを含める必要があります。PATH 環境変数を設定す
る必要があるかどうかを確認するには、次の手順に従ってください。

1. 次のように入力し、PATH 変数の現在の値を表示します。

2. 出力を参照し、パス文字列に /opt/SUNWspro/bin というパスが含まれているかど
うかを確認します。

� このパスが含まれている場合、PATH 変数は Sun Studio 8 ソフトウェアのツールに
アクセスできるように設定されています (パス /opt は別のインストールパスに置
き換えることができます)。

� このパスが含まれていない場合、手順 3 に従って PATH 変数を設定します。

3. パス /opt/SUNWspro/bin を PATH 環境変数に追加します。旧バージョンの Sun 
ONE Studio または Forte Developer ソフトウェアをインストールしている場合は、
旧バージョンのインストールのパスの前にパスを追加します。

注 – 例に示されたファイル名は、使用するホームの環境ファイル名で置き換えてく
ださい。

� C シェルを使用している場合、ホームディレクトリの .cshrc ファイルを編集
し、このパスを追加します。

� Bourne シェルまたは Korn シェルを使用している場合、ホームディレクトリの 
.profile ファイルを編集し、このパスを追加します。

Sun Studio 8 マニュアルページにアクセスするための 
MANPATH 環境変数の設定

man コマンドを使用して Sun Studio 8 ソフトウェアのマニュアルページにアクセス
するには、MANPATH 環境変数に /opt/SUNWspro/man というパスを含める必要があ
ります。MANPATH 環境変数を設定する必要があるかどうかを確認するには、次の手
順に従ってください。

1. 次のように入力し、dbx(1) マニュアルページを表示します。

% echo $PATH

% man dbx
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2. 出力を確認します。

man dbx コマンドで dbx(1) のマニュアルページが見つからないか、インストールし
たソフトウェアとは別のバージョンのマニュアルページが表示された場合、
MANPATH 変数が正しく設定されていません。その場合、次の手順に従って MANPATH 
変数を設定します。

3. パス /opt/SUNWspro/man/ を MANPATH 環境変数に追加します。

� C シェルを使用している場合、ホームディレクトリの .cshrc ファイルを編集
し、このパスを追加します。

� Bourne シェルまたは Korn シェルを使用している場合、ホームディレクトリの 
.profile ファイルを編集し、このパスを追加します。

環境変数の変更

この節では、Sun Studio 8 ソフトウェアのツールとマニュアルページのパスを適切な
環境変数に永久的に追加し、Sun Studio 8 のすべてのコンポーネントを常に使えるよ
うにする手順を説明します。ここで示しているコマンドをシェルプロンプトから入力
し、そのシェルだけで一時的に使えるようにすることもできます。

1. Sun Studio 8 ソフトウェアを PATH 変数および MANPATH 変数に追加します。

注 – 各ユーザーがインストールされたソフトウェアを使用できるようにするには、
PATH 変数と MANPATH 変数を設定して、Sun Studio 8 ソフトウェアのパスを各ユー
ザーの環境に組み込む必要があります。

� C シェル (csh) を使用している場合、まず MANPATH 変数が設定されているかどう
かを確認します。シェルプロンプトで、次のコマンドを入力します。

「未定義の変数 (Undefined variable)」という応答が返されたり (C シェル)、空白
行が表示された場合 (Bourne シェルまたは Korn シェル)、MANPATH 変数は設定さ
れていません。マニュアルディレクトリのパスが表示された場合、この変数はす
でに設定されています。

次にホームディレクトリの .cshrc ファイルを編集し、ファイルの末尾に次の行
を追加します。

% echo $MANPATH

set path=(/opt/SUNWspro/bin $path)
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MANPATH 変数が設定されていない場合、さらに次の行を追加します。

MANPATH 変数が設定済みの場合は、代わりに次の行を追加します。

� Bourne シェル (sh) または Korn シェル (ksh) を使用している場合、ホームディレ
クトリの .profile ファイルを編集し、次の行を追加します。

これらの 2 行にスペースを入力しないでください。

2. 手順 1 で修正した .cshrc ファイルまたは .profile ファイルを保存します。

3. 次のコマンドを実行し、シェルを初期化し直します。

C シェルの場合

Bourne シェルまたは Korn シェルの場合

setenv MANPATH /opt/SUNWspro/man:/usr/share/man

setenv MANPATH /opt/SUNWspro/man:$MANPATH

PATH=/opt/SUNWspro/bin${PATH:+:}${PATH}
MANPATH=/opt/SUNWspro/man:${MANPATH:=/usr/share/man}

source ~/.cshrc

. ~/.profile
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第 3 章

Sun Studio 8 IDE の起動と設定

この章では、Sun™ Studio 8 ソフトウェアをシステムで実行し設定する方法を説明し
ます。

IDE の起動
Sun Studio 8 ソフトウェアをシステムにインストールし、Java™ 2 Standard Edition 
(J2SE™) テクノロジをシステムにインストールするか、または J2SE テクノロジがイ
ンストールされているネットワーク上の場所へのパスを設定したら、ソフトウェアを
使用できます。製品を起動するには、以下の手順に従います。

� プロンプトで、以下のように入力します。

注 – コマンドへのフルパスは 
/installation-directory/SUNWspro/bin/sunstudio です。

開始ページが表示されます。ソフトウェアを使用するためのパラメータの設定につい
ては、32 ページの「設定ウィザードの使い方」を参照してください。

サポートされている J2SE テクノロジをソフトウェアが検出できないと、エラーメッ
セージが表示されます。sunstudio コマンドを実行すると、PATH およびシステム
のいくつかの標準的な場所で J2SE テクノロジが検索されます。J2SE テクノロジがシ
ステムにインストールされていない場合は、以下のいずれかを行ってください。

� --jdkhome オプションを付けて sunstudio コマンドを使い、ネットワーク上の 
J2SE テクノロジへのパスを指定します。

% sunstudio



32 インストールガイド • 2004 年 3 月

� ネットワーク上の J2SE テクノロジへのパスに JDK_HOME 環境変数を設定します。
シェルを初期化し直してから、sunstudio コマンドを再度入力します。

sunstudio コマンドで使用できるオプションの詳細については、sunstudio (1) の
マニュアルページを参照してください。IDE の使い方の詳細は、『統合開発環境 
(IDE) Readme』を参照してください。

設定ウィザードの使い方
設定ウィザードは、IDE の開始画面で「設定ウィザード」ボタンをクリックして開く
ことができます。また、「ツール」->「設定ウィザード」を選択して、設定ウィザー
ドを開くこともできます。設定ウィザードでは、一般的な Sun Studio 8 の設定とテ
キストエディタの優先設定を指定できます。

「Sun Studio 基本設定」ページでは、「ウィンドウモード」、「Web ブラウザ」、
および 「Web プロキシ」を設定できます。「ウィンドウモード」で、優先表示を選
択します。「Web ブラウザ」には、外部ブラウザ (UNIX®) を選択することが推奨さ
れます。IDE を通して外部 Web ページを表示する必要がある場合は、「Web プロキ
シ」も指定する必要があります。

「テキストエディタの設定の変更」ページで、テキストエディタを選択できます。デ

フォルトでは「組み込みエディタ」が選択されます。

設定ウィザードの「アップデートセンター」ページは、Sun Studio 8 IDE に組み込ま
れていません。「Sun Studio 基本設定」と「テキストエディタの設定の変更」で設
定を選択したら、「完了」ボタンをクリックして設定ウィザードを終了できます。設
定は保存されます。

IDE の開始画面には、「IDE の使用」セクションやチュートリアルなど、IDE の使用
を開始する際に参考になるリンクのリストが表示されます。コンパイラのマニュアル
の表示方法についての詳細は、xi ページの「コンパイラとツールのマニュアルへのア
クセス」を参照してください。

登録ウィザードの使い方
登録ウィザードは、「ヘルプ」->「登録ウィザード」をクリックして開くことができ
ます。このほか、オンライン、FAX、または郵送での登録が可能です。
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システム管理者への注意
Sun Studio 8 ソフトウェアをインストールしたら、ソフトウェアを使用する開発者に
電子メールを送信します。電子メールのテンプレートは、以下のディレクトリに格納
されています。

/installation-directory/SUNWspro/READMEs/ja/email_template.txt

ja_JP.PCK または ja_JP.UTF_8 ロケールの場合は、上記 ja を使用するロケール
に読み替えてご使用ください。
電子メールのテンプレートを使って、以下の情報を提供できます。

� ローカル環境変数の設定
� IDE の起動
� 製品マニュアルの格納場所
� J2SE テクノロジのローカルでのインストール

Sun Studio 8 ソフトウェアを使用する各開発者の環境パスに J2SE テクノロジを含め
る必要があります。開発者は J2SE テクノロジをローカルにインストールすること
も、パス環境にマップすることもできます。開発者が J2SE 環境をインストールでき
るように、開発者が使用できるネットワークサーバーに 
studio8-sol-platform-j2sdk.tar ファイルをコピーするか、CD-ROM イメージ
をマウントしてください。開発者に送信する電子メールでは、J2SE インストーラへ
のパスを必ず示してください。
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第 4 章

Sun Studio 8 ソフトウェアのアンイ
ンストール

この章では、システムにインストールされている Sun™ Studio 8 ソフトウェア製品を
アンインストールする方法について説明します。

ソフトウェアのインストール完了後、アンインストーラが自動的に作成されます。こ
のアンインストーラを使用して Sun Studio 8 ソフトウェアを削除する方法は 4 種類
あります。

� バッチアンインストーラを使用する方法。この方法では、サイレントモードです

べての Sun Studio 8 ソフトウェアが削除されます。37 ページの「バッチソフト
ウェアアンインストーラの使い方」を参照してください。

� GUI (グラフィカルユーザーインタフェース) アンインストーラを使用する方法。
この方法では、選択した Sun Studio 8 製品コンポーネントを対話型またはサイレ
ントモードでアンインストールできます。38 ページの「GUI アンインストーラの
使い方」を参照してください。

� コマンド行アンインストーラを使用する方法。この方法では、選択した Sun 
Studio 8 製品コンポーネントを対話型またはサイレントモードでアンインストー
ルできます。40 ページの「コマンド行アンインストーラの使い方」を参照してく
ださい。

� Solaris Product Registry ツールを使用する方法。この方法では、選択した Sun 
Studio 8 製品コンポーネントをアンインストールできます。42 ページの「Solaris 
Product Registry ソフトウェアアンインストーラの使い方」を参照してください。

注 – ソフトウェアのアンインストールに pkgrm コマンドを使用することは避けてく

ださい。提供されているアンインストーラを使用してください。

注 – Solaris OS 7 を使用している場合は、-j オプションを使ってアンインストーラ
の実行が必要な場合があります。これによってアンインストーラは、必要な J2SE 1.4 
ソフトウェアを見つけることができます。
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旧バージョンの Sun ONE Studio がインストール
されている場合のアンインストール

Sun ONE (Open Net Environment) Studio 8 ソフトウェアがインストールされている
システムに Sun Studio 8 ソフトウェアをインストールした場合に、アンインストー
ラを実行すると、両方のバージョンが削除されます。Sun ONE Studio 8 以外の旧
バージョンの Compiler Collection がインストールされているシステムに Sun Studio 
8 ソフトウェアをインストールした場合に、アンインストーラを実行すると、Sun 
Studio 8 ソフトウェアのみが削除されます。

アンインストーラのローカル表示とリ
モート表示の選択
Sun Studio 8 ソフトウェアのアンインストールでは、アンインストーラをローカル表
示またはリモート表示することができます。

ローカル表示を使ってアンインストールを行う場合、38 ページの「GUI アンインス
トーラの使い方」または 40 ページの「コマンド行アンインストーラの使い方」に進
みます。リモート表示を使ってアンインストールを行う場合、36 ページの「リモー
ト表示によるアンインストールの準備」の手順を実行し、その後で 38 ページの
「GUI アンインストーラの使い方」または 40 ページの「コマンド行アンインストー
ラの使い方」に進みます。

リモート表示によるアンインストールの準備

リモート表示を使ってアンインストールを行う場合、次の手順に従ってください。

1. ディスプレイコンピュータで、コマンド行に次のコマンドを入力し、クライアントか
ら X サーバーにアクセスできるようにします。

source-computer-name には、ソースコンピュータ (アンインストーラの実行先のコン
ピュータ) で /usr/bin/hostname コマンドを実行したときに出力される名前を入
力します。

% xhost + source-computer-name
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2. 次のコマンドを入力して、ソースコンピュータにログインし、スーパーユーザー 
(root) になります。

3. ソースコンピュータで、ディスプレイコンピュータに接続されたモニターを表示先に
設定します。

C シェルを使用する場合は、次のコマンドを入力します。

Bourne シェルを使用する場合は、次のコマンドを入力します。

Korn シェルを使用する場合は、次のコマンドを入力します。

display-computer-name には、ディスプレイコンピュータ (アンインストーラの表示先
のコンピュータ) で /usr/bin/hostname コマンドを実行したときに表示される名
前を入力します。

バッチソフトウェアアンインストーラの
使い方
バッチアンインストーラを使用すると、サイレントモードですべての Sun Studio 8 
ソフトウェアが削除されます。

1. 次のコマンドを入力して、スーパーユーザー (root) になります。

% rlogin source-computer-name -l rootname
Password: root-password

# setenv DISPLAY display-computer-name:0.0

# DISPLAY=display-computer-name:0.0
# export DISPLAY

# export DISPLAY=display-computer-name:0.0

% su
Password: root-password
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2. 次のように入力し、製品ディレクトリに移動します。

注 – 製品の Early Access バージョンをアンインストールする場合は、アンインス
トーラのディレクトリは 
/var/sadm/prod/com.sun.s1s8_solaris_edition_ea1 になります。

3. 次のように入力して、バッチアンインストーラを起動します。

バッチアンインストーラが起動し、アンインストールが行われます。

GUI アンインストーラの使い方
Sun Studio 8 のソフトウェア名と、アンインストールで使用するアンインストーラ 
.class ファイル名の関係を表 4-1 に示します。

アンインストーラを実行するには、次の手順を実行します。

1. スーパーユーザー (root) になっていない場合は、次のように入力します。

# cd /var/sadm/prod/com.sun.studio_8

# ./uninstaller

表 4-1 ソフトウェア名とアンインストーラ .class ファイル名の関係

ソフトウェア名 アンインストール .class ファイル名

Sun パフォーマンスライブラリ 8 uninstall_Sun_Performance_Library.class

ソース配布 uninstall_Source_Distribution.class

IDE およびツールソフトウェア uninstall_Sun_Studio_Software.class

マニュアル uninstall_Documentation.class

アンインストーラのクラスファイルの格納場所 : /var/sadm/prod/com.sun.studio_8

% su
Password: root-password
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2. 次のように入力し、アンインストーラディレクトリに移動します。

3. ls -l と入力してアンインストーラ .class ファイル名の一覧を表示するか、または
表 4-1 を参照して、アンインストールするソフトウェアのアンインストーラ .class 
ファイル名を調べます。

4. 手順 3 で調べたアンインストーラ .class ファイル名を使用し、次のコマンドでア
ンインストーラを起動します。

注 – これらのコマンドを入力するときに、ファイル名の .class 拡張子は付けない
でください。

たとえば、Sun Studio 8 ソフトウェアを削除するには、次のように入力します。

アンインストールウィンドウが表示されます。開始ページにアンインストールする製
品が表示されます。

5. 開始ページで「次へ」をクリックし、アンインストール作業を続行します。

「アンインストール形式を選択してください」ページが表示されます。

6. 「アンインストール形式を選択してください」ページで、アンインストール形式を選

択します。

製品のコンポーネントをすべてアンインストールする場合、「全体」を選択します。
「次へ」をクリックし、手順 8 に進みます。

製品の一部のコンポーネントだけをアンインストールする場合、「部分」を選択しま
す。「次へ」をクリックし、手順 7 に進みます。

7. 「コンポーネントの選択」ページで、アンインストールしたくないコンポーネントの
選択を解除します (チェックボックスをクリックしてチェックマークを消します)。
「次へ」をクリックし、作業を続行します。

8. 「アンインストールの準備完了」ページで、「アンインストール開始」をクリックし
ます。

「アンインストール中」ページにアンインストールの進行状況を示すグラフが表示さ
れます。アンインストールが完了すると、「アンインストールの一覧」ページが表示
されます。「詳細」ボタンをクリックし、ログファイルを参照します。

# cd /var/sadm/prod/com.sun.studio_8

# /usr/bin/java uninstall_uninstaller-class-file-name

# /usr/bin/java uninstall_Sun_Studio_Software
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9. 「終了」をクリックしてアンインストーラを終了します。

10. (オプション) リモート表示を使用してアンインストールを実行した場合は、ディスプ
レイコンピュータで次のコマンドを入力し、クライアントアクセスを不能にします。

11. 次のコマンドを入力して、ソースコンピュータでスーパーユーザーを終了します。

コマンド行アンインストーラの使い方
コマンド行でソフトウェア製品を削除するには、次の手順に従ってください。

1. 次のコマンドを入力して、スーパーユーザー (root) になります。

2. 次のように入力し、製品ディレクトリに移動します。

3. ls -l と入力してアンインストーラ .class ファイル名の一覧を表示するか、または
表 4-1 を参照して、アンインストールするソフトウェアのアンインストーラ .class 
ファイル名を調べます。

4. 手順 3 で調べたアンインストーラ .class ファイル名を使用し、次のいずれかのコ
マンドでコマンド行アンインストーラを起動します。

注 – これらのコマンドを入力するときに、ファイル名の .class 拡張子は付けない
でください。

% xhost - source-computer-name

# exit

% su
Password: root-password

# cd /var/sadm/prod/com.sun.studio_8
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� 対話型のコマンド行アンインストーラを使って製品をアンインストールするに
は、次のコマンドを使用します。

たとえば、Sun Studio 8 ソフトウェアをアンインストールするには、次のように
入力します。

アンインストールする製品が表示されます。手順 5 に進みます。

� プロンプトを表示しないで (サイレントモードで) 製品全体をアンインストールす
るには、次のコマンドを使用します。

製品がアンインストールされ、アンインストーラが終了します。手順 7 に進みま
す。

5. Enter キーを押し、作業を続行します。

6. コマンド行の指示に従ってアンインストールを完了します。

7. アンインストールが完了した場合、製品に対応する番号を入力すると、その製品のロ
グファイルを確認できます。確認作業が終了したら、「完了」の番号を入力します。

アンインストーラが終了します。

8. (オプション) リモート表示を使用してアンインストールを実行した場合は、ディスプ
レイコンピュータで次のコマンドを入力し、クライアントアクセスを不能にします。

9. 次のコマンドを入力して、ソースコンピュータでスーパーユーザーを終了します。

# /usr/bin/java uninstall_uninstaller-class-file-name -nodisplay

# /usr/bin/java uninstall_Sun_Studio_Software -nodisplay

# /usr/bin/java uninstall_uninstaller-class-file-name -nodisplay -noconsole

% xhost - source-computer-name

# exit
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Solaris Product Registry ソフトウェアア
ンインストーラの使い方
Solaris Product Registry ツールを使ってアンインストーラを起動できます。

1. 次のコマンドを入力して、スーパーユーザー (root) になります。

2. プロンプトで、以下のように入力します。

3. 「登録されているソフトウェア」欄から、アンインストールするソフトウェアコン
ポーネントを選択します。

4. 「アンインストール」ボタンをクリックして、アンインストーラを開きます。

5. 「警告」ダイアログでアンインストールするコンポーネントを確認し、「了解」をク
リックします。

6. (オプション) 対話式アンインストーラを使用するように指示される場合があります。
アンインストーラウィザードの指示に従って、アンインストールを完了します。

% su
Password: root-password

# prodreg
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第 5 章

トラブルシューティング

この章では、Sun™ Studio 8 ソフトウェアのインストール時やアンインストール時に
発生する問題に対処する方法について説明します。

シンボリックリンクを使ってアクセスさ
れるディレクトリへのインストール
パスの一部がシンボリックリンクになっているディレクトリに、製品をインストール
できます。シンボリックリンクによってアクセスされるパスへのインストールの例と
して、デフォルトディレクトリ /opt に十分なディスク容量がない場合があげられま
す。インストーラにこのシンボリックリンクを使用させ、実際のファイルシステムに
製品がインストールされないようにするには、次の手順を実行する必要があります。

注 – たとえば、/opt にインストールする場合、次の手順では、/opt/SUNWspro と
いうシンボリックリンクを作成し、そのシンボリックリンクで 
/export/opt/SUNWspro を指し示すことができます。例に示した名前は使用する
ディレクトリ名で置き換えることができます。

1. 次のコマンドを入力して、スーパーユーザー (root) になります。

2. 次のコマンドを入力し、既存のシンボリックリンクを保存します。

% su
Password: root-password

# mv /opt/SUNWspro /mytemp
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3. 次のコマンドを入力し、マウントポイントとして使用する新しい /opt/SUNWspro 
ディレクトリを作成します。

4. 次のコマンドでターゲットディレクトリをマウントし、このディレクトリを 
/opt/SUNWspro として使用できるようにします。

5. 製品を /opt ディレクトリにインストールします。

6. 次のコマンドを入力し、ターゲットディレクトリのマウントを解除します。

7. 次のコマンドを入力し、空の /opt/SUNWspro マウントポイントを削除します。

8. 手順 2 で保存しておいたシンボリックリンクを復元します。

9. 次のコマンドを入力し、スーパーユーザーの権限を終了します。

製品レジストリの問題
インストール時やアンインストール時に問題が発生すると、productregistry 
ファイルが破壊されることがあります。Solaris™ Product Registry ツールを使用する
と、このような問題を特定・修正できる場合があります。

# mkdir /opt/SUNWspro

# mount -F nfs localhost: /export/opt_SUNWspro /opt/SUNWspro

# umount /opt/SUNWspro

# rmdir /opt/SUNWspro

# mv /mytemp /opt/SUNWspro

# exit
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インストールが失敗した場合の確認および対処法

正しくインストールされなかったパッケージがあると、Sun™ Studio ソフトウェアを
使用する際に問題が起きます。たとえば、pkgadd コマンドでソフトウェアをインス
トールすると、productregistry ファイルが破壊されてしまいます。すべての
パッケージが正しくインストールされたかどうかを確認するには、次のようにしま
す。

1. 次のコマンドを入力して、スーパーユーザー (root) になります。

2. 次のコマンドを入力し、Solaris Product Registry ツールを起動します。

3. ツールの左側の区画で、「登録されているソフトウェア」 という見出しの下にある
リストを参照します。

製品名の隣に黄色い三角形のマークが付いている場合、その製品は正しくインストー
ルされていません。

4. 正しくインストールされていない製品を選択し、「アンインストール」ボタンをク
リックします。

「アンインストール失敗」ダイアログボックスが表示されます。

5. ダイアログボックスに表示されたメッセージを参照します。製品をアンインストール
する場合は、「了解」をクリックします。

「対話式アンインストール」ダイアログボックスが表示されます。

6. 続けて表示されるダイアログボックスの指示に従い、アンインストールを完了しま

す。

アンインストールが完了すると、製品インストーラを使って製品ソフトウェアを再イ
ンストールできます。製品のインストール手順については、第 2 章を参照してくださ
い。

% su
Password: root-password

% /usr/bin/prodreg &
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アンインストールが失敗した場合の対処法

製品ファイルがすべて削除される前にアンインストーラが終了した場合、アンインス
トーラを実行し直しても、残りの製品ファイルは削除されません。
productregistry ファイルでは、これらの製品ファイルが削除されたと記録され
るため、アンインストーラでは残りのファイルを削除できません。製品ファイルを完
全に削除するには、Solaris Product Registry ツールを次のように使用します。

1. 次のコマンドを入力して、スーパーユーザー (root) になります。

2. 次のコマンドを入力し、Solaris Product Registry ツールを起動します。

3. ツールの左側の区画で、S1S8 または Sun Studio 8 という文字列を含んでいる製品
名をすべて選択し、「アンインストール」ボタンをクリックします。

「アンインストール失敗」ダイアログボックスが表示されます。

4. ダイアログボックスに表示されたメッセージを参照します。製品をアンインストール
する場合は、「了解」をクリックします。

「対話式アンインストール」ダイアログボックスが表示されます。

5. 続けて表示されるダイアログボックスの指示に従い、アンインストールを完了しま

す。

アンインストールが完了すると、製品インストーラを使って製品ソフトウェアを再イ
ンストールできます。製品のインストール手順については、第 2 章を参照してくださ
い。

productregistry ファイルが破壊された場合の
対処法

45 ページの「インストールが失敗した場合の確認および対処法」または 46 ページの
「アンインストールが失敗した場合の対処法」の手順でインストールまたはアンイン
ストールの失敗を修正しても、まだ問題が解決されない場合、破壊された 
productregistry ファイルをシステムから削除します。通常、productregistry 
ファイルが破壊されるのは、pkgadd コマンドや pkgrm コマンドを使ってソフト
ウェアのインストールやアンインストールを行おうとした場合です。

% su
Password: root-password

# /usr/bin/prodreg &
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注 – productregistry ファイルを削除すると、Sun Studio 8 ソフトウェアのエン
トリと Solaris オペレーティングシステム (OS) や他の製品のレジストリエントリが削

除されてしまいます。まず始めに 45 ページの「インストールが失敗した場合の確認
および対処法」および 46 ページの「アンインストールが失敗した場合の対処法」の
手順を確認してから、次の手順を進めてください。

1. 次のコマンドを入力して、スーパーユーザー (root) になります。

2. プロンプトに次のコマンドを入力し、productregistry ファイルに移動します。

3. 次のコマンドを入力し、productregistry ファイルを削除します。

4. 次のコマンドを入力し、スーパーユーザーの権限を終了します。

productregistry ファイルの削除が完了すると、製品インストーラを使って製品
ソフトウェアを再インストールできます。製品のインストール手順については、第 2 
章を参照してください。

ログファイルとシリアル番号ファイル
Sun Studio ソフトウェアをインストールすると、インストールの記録を保存したロ
グファイルが自動的に作成されます。

% su
Password: root-password

% cd /var/sadm/install

# rm productregistry

# exit
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インストールログファイルの参照方法

ログファイルを参照してインストールの問題を追跡するには、次の手順を実行しま
す。

1. プロンプトに次のコマンドを入力し、logs ディレクトリに移動します。

2. 次のコマンドを入力し、ファイルを表示します。

ファイル拡張子は、ログファイルによって異なります。

インストールされているシリアル番号の確認方法

製品を登録するにはシリアル番号が必要です。シリアル番号を確認するには、snit 
ツールを使用します。

次のコマンドを入力すると、serial.dat ファイルの内容を確認して表示できま

す。

詳細については、snit(1) のマニュアルページを参照してください。snit がコマン
ドとして認識されない場合、26 ページの「開発ツールとマニュアルページへのアク
セスの設定」の手順に従って PATH 環境変数を設定してください。

シリアル番号を忘れてしまった場合の対処法

シリアル番号を忘れてしまい、serial.dat ファイルの内容を表示することも、
snit コマンドでシリアル番号を表示することもできない場合は、カスタマーサポー
ト (http://sun.co.jp/software/sundev/suncc/support.html) に連絡して
ください。

% cd /var/sadm/install/logs

% more Sun_Studio_Software_install.A03200125

% /install-directory/SUNWspro/bin/snit -d -f /install-
directory/SUNWspro/prod/lib/serial.dat
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リモート表示インストールによるインス
トール
次のトピックでは、リモート表示インストール中に発生する可能性がある問題を示し
ます。

NFS マウントファイルシステムでインストールが
失敗した場合

NFS マウントファイルシステムでインストールが失敗した場合は、そのファイルシ

ステムに対する書き込み権があるかどうかを確認してください。書き込み権は、次の
手順を実行して確認できます。NFS マウントファイルシステムでのインストールの
詳細については、5 ページの「インストーラのローカル表示とリモート表示の選択」
を参照してください。

1. 次のコマンドを実行して、書き込み権があるかどうかを確認します。

エラーメッセージが表示された場合、書き込み権はありません。次に例を示します。

2. 書き込み権を持つ別のインストールディレクトリを選択するか、またはファイルシス
テムのアクセス権を変更するようにシステム管理者に依頼してください。

リモート表示インストール中に ToolTalk ソフト
ウェアセッションを初期化する方法

グラフィカルユーザーインタフェースのインストーラがインストール中に停止した場
合は、次の手順を実行して、ToolTalk™ ソフトウェアセッションを初期化することが
できます。

1. インストーラを終了します。

% touch /net/remote-system/opt/testfile

% touch /net/harker/opt/testfile
touch: /net/harker/opt/testfile を作成できません。
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2. スーパーユーザー (root) になっていない場合は、次のように入力してスーパーユー
ザーになります。

3. 次のコマンドを入力します。

4. $DISPLAY が設定されていることを確認します。

5 ページの「リモート表示によるインストールの準備」および 7 ページの「NFS マウ
ントファイルシステムでのリモート表示によるインストールの準備」の各節は、リ
モート表示を設定する方法を説明しています。

5. 次のコマンドを入力してインストーラを起動します。

第 2 章の手順に従ってインストールを完了します。

バッチインストーラが停止した場合の対
処法
バッチインストーラの起動時に無効なパラメータを入力すると、インストーラが停止
してインストールは完了しません。一般的なエラーとしては、無効なシリアル番号を
入力した、2 つの異なるディレクトリ名を指定した、またはディスク容量が不足して
いるときにインストーラを起動したことなどがあげられます。

バッチインストールを再起動するには、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドを入力してログファイルを参照して、エラーメッセージがないかを確認
します。

2. インストーラを停止するには、Control+C を押します。

% su
Password: root-password

# /usr/dt/bin/ttsession -c

# /cdrom/studio_8_sol_arch/installer

% cd /var/sadm/install/logs
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3. バッチインストーラを使用して製品をインストールするには、第 2 章の 21 ページの
「バッチインストーラの使い方」を参照してください。

Solaris 7 OS 上の Sun Studio のインス
トールのヒント
サーバーに Solaris 7 オペレーティングシステム (OS) がインストールされている場合

は、Sun Studio 8 インストーラを実行する前に、そのサーバーに J2SE 1.4 テクノロジ
がインストールされていることを確認する必要があります。Sun Studio 8 製品に含ま

れている J2SE インストーラを使用すると、適切な J2SE テクノロジおよび関連する 
Solaris OS パッチをシステムにインストールできます。システムにカーネルパッチが
必要な場合は、カーネルパッチのインストール後にシステムの再起動が必要になるこ
とがあります。サーバーの再起動を避けたい場合は、ネットワークにマウントされた
ディレクトリに Sun Studio 8 ソフトウェアをインストールできます。以下のコマン
ドを使って製品をインストールすることで、サーバーの再起動を避けることができま
す。

製品にパッチを追加する場合は、-R オプションを付けて patchadd コマンドを使用
します。詳細は、patchadd のマニュアルページを参照してください。-R オプショ
ンを使ってインストールした場合、製品レジストリはインストーラによって更新され
ません。-R オプションを使ってインストールされた製品をアンインストールするに
は、システムからそのディレクトリを削除してください。

# - ./batch_installer -R /alternate_read_write_mountable_directory



52 インストールガイド • 2004 年 3 月



 53

付録 A

Sun Studio 8 のコンポーネントと
パッケージ

この付録では、ソフトウェア開発に使用できる Sun Studio 8 ソフトウェア製品に関
する情報を示します。この付録では、各製品を構成するコンポーネントとパッケージ
もリストしています。

表 A-1 は、Solaris™ オペレーティングシステム (SPARC® プラットフォーム版) 用 
Sun Studio 8 ソフトウェアのメタクラスタとパッケージの構成およびコンポーネント
の情報を示しています。コンポーネント名は大文字で表記しています。たとえば、
SPROLANG コンポーネントは、SPROCC コンポーネントのパッケージ / コンポーネン
トリストと、SPROCCC コンポーネントのパッケージ / コンポーネントリストの両方
に含まれています。これは、SPROLANG コンポーネントに含まれているすべてのパッ
ケージが、SPROCC コンポーネントと SPROCCC コンポーネントの両方に含まれてい
ることを示しています。

表 A-2 は、Solaris OS (x86 プラットフォーム版) 用 Sun Studio 8 ソフトウェアのメタ
クラスタとパッケージの構成およびコンポーネントの情報を示しています。コンポー
ネント名は大文字で表記しています。たとえば、SPROLANG コンポーネントは、
SPROCC コンポーネントのパッケージ / コンポーネントリストと、SPROCCC コン
ポーネントのパッケージ / コンポーネントリストの両方に含まれています。これ
は、SPROLANG コンポーネントに含まれているすべてのパッケージが、SPROCC コン
ポーネントと SPROCCC コンポーネントの両方に含まれていることを示しています。
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表 A-1 Solaris SPARC プラットフォーム版用 Sun Studio 8 製品のメタクラスタコン
ポーネントとパッケージ

Sun Studio ソフトウェア (SPROMSTUDIO)
        Sun Studio 8 コンパイラ C (SPROCC)
                Sun Studio 8 コンパイラの共通コンポーネント (SPROLANG)
                Sun Studio 8 インクリメンタルリンカー (SPROILD)
                Sun Studio 8 コンパイラ C (SPROcc)
                Sun Studio 8 の共通ツール (SPROutool)
                C の Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrcc)
                Sun Studio 8 共通のコンパイラのマニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrcom)
                Sun Studio 8 インクリメンタルリンカーのマニュアルページ (SPROmrild)
                Sun Studio 8 数学ライブラリのマニュアルページ (SPROmr3m)
                Sun Studio 8 テストカバレージのマニュアルページ (SPROmrtcv)
                Sun Studio 8 dmake のマニュアルページ (SPROmrdmk)
                DwarfSupportLibrary のマニュアルページ (SPROmrdwf)
                Sun Studio 8 IDE README (SPROmride)
                Sun Studio 8 C9X 数学ライブラリ (SPROM9XS)
                Sun Studio 8 Sunmath ライブラリ (SPROSM)
                ソースブラウザの Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrsbe)
                Sun Studio 8 ソースブラウザ (SPROsbe)
                シリアル番号インストールツールと各種ファイル (SPROCMISC)
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Sun Studio 8 コンパイラ C++ (SPROCCC)
                Sun Studio 8 コンパイラの共通コンポーネント (SPROLANG)
                Sun Studio 8 インクリメンタルリンカー (SPROILD)
                Sun Studio 8 コンパイラ C++ (SPROCPL)
                Sun Studio 8 の共通ツール (SPROutool)
                Sun Studio 8 C++ Complex Library (SPROcmpl)
                Sun Studio 8 Tools.h++ 7.1 (SPROTL7)

                C++ の Sun Studio 8 標準ライブラリ (SPROSCL)
                C++ の Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrcpl)
                Sun Studio 8 共通のコンパイラのマニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrcom)
                Sun Studio 8 インクリメンタルリンカーのマニュアルページ (SPROmrild)
                Sun Studio 8 数学ライブラリのマニュアルページ (SPROmr3m)
                Sun Studio 8 テストカバレージのマニュアルページ (SPROmrtcv)
                Sun Studio 8 dmake のマニュアルページ (SPROmrdmk)
                DwarfSupportLibrary のマニュアルページ (SPROmrdwf)
                Sun Studio 8 IDE README (SPROmride)

                Sun Studio 8 C9X 数学ライブラリ (SPROM9XS)
                ソースブラウザの Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrsbe)
                Sun Studio 8 ソースブラウザ (SPROsbe)
                Sun Studio 8 Sunmath ライブラリ (SPROSM)
                Sun Studio 8 STLport (SPROSTLPORT)

                シリアル番号インストールツールと各種ファイル (SPROCMISC)

表 A-1 Solaris SPARC プラットフォーム版用 Sun Studio 8 製品のメタクラスタコン
ポーネントとパッケージ (続き)
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Sun Studio 8 コンパイラ Fortran 95 (SPROCFOR)
                Sun Studio 8 コンパイラ FORTRAN 77 ツール (SPROftool)
                Sun Studio 8 コンパイラの共通コンポーネント (SPROLANG)
                Sun Studio 8 Fortran 95 ライブラリ (SPROLIB90)
                Sun Studio 8 コンパイラ Fortran 90 (SPROf90)
                Sun Studio 8 インクリメンタルリンカー (SPROILD)
                Sun Studio 8 の共通ツール (SPROutool)
                Fortran 95 の Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrftn)
                Sun Studio 8 共通のコンパイラのマニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrcom)
                Sun Studio 8 インクリメンタルリンカーのマニュアルページ (SPROmrild)
                Sun Studio 8 数学ライブラリのマニュアルページ (SPROmr3m)
                Sun Studio 8 テストカバレージのマニュアルページ (SPROmrtcv)
                Sun Studio 8 dmake のマニュアルページ (SPROmrdmk)
                DwarfSupportLibrary のマニュアルページ (SPROmrdwf)
                Sun Studio 8 IDE README (SPROmride)

                Sun Studio 8 C9X 数学ライブラリ (SPROM9XS)
                Sun Studio 8 Sunmath ライブラリ (SPROSM)
                ソースブラウザの Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrsbe)
                Sun Studio 8 ソースブラウザ (SPROsbe)
                シリアル番号インストールツールと各種ファイル (SPROCMISC)

表 A-1 Solaris SPARC プラットフォーム版用 Sun Studio 8 製品のメタクラスタコン
ポーネントとパッケージ (続き)
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Sun Studio 8 コンパイラ Fortran 95 レガシーライブラリ (SPROCFORL)
                Sun Studio 8 コンパイラ FORTRAN 77 ツール (SPROftool)
                Sun Studio 8 コンパイラの共通コンポーネント (SPROLANG)
                Sun Studio 8 FORTRAN 77 動的ライブラリ (SPROl77s)
                Sun Studio 8 FORTRAN 77 64 ビット動的ライブラリ (SPROl77sx)
                Sun Studio 8 Fortran 95 ライブラリ (SPROLIB90)
                Sun Studio 8 コンパイラ Fortran 90 (SPROf90)
                Sun Studio 8 インクリメンタルリンカー (SPROILD)
                Sun Studio 8 の共通ツール (SPROutool)
                Fortran 95 の Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrftn)
                Sun Studio 8 共通のコンパイラのマニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrcom)
                Sun Studio 8 インクリメンタルリンカーのマニュアルページ (SPROmrild)
                Sun Studio 8 数学ライブラリのマニュアルページ (SPROmr3m)
                Sun Studio 8 テストカバレージのマニュアルページ (SPROmrtcv)
                Sun Studio 8 dmake のマニュアルページ (SPROmrdmk)
                DwarfSupportLibrary のマニュアルページ (SPROmrdwf)
                Sun Studio 8 IDE README (SPROmride)
                Sun Studio 8 C9X 数学ライブラリ (SPROM9XS)
                Sun Studio 8 Sunmath ライブラリ (SPROSM)
                ソースブラウザの Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrsbe)
                Sun Studio 8 ソースブラウザ (SPROsbe)
                シリアル番号インストールツールと各種ファイル (SPROCMISC)

 Sun Studio 8 ガベージコレクタ (SPROCLGC)
                Sun Studio 8 ガベージコレクタ (SPROLGC)
                Sun Studio 8 ガベージコレクタ 64 ビットライブラリ (SPROLGCX)

 Sun Studio 8 LockLint (SPROCLKLT)
                Sun Studio 8 LockLint (SPROlklnt)
                MT ツールの Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrmp)

Sun Studio 8 DBX デバッグツール (SPROCDBX)
                Sun Studio 8 デバッグツール (SPROdbx)
                Sun Studio 8 デバッグツール 64 ビット (SPROdbxx)
                Sun Studio 8 デバッグツール (SPROjdbx)
                Sun Studio 8 デバッグツール 64 ビット (SPROjdbxx)
                dbx の Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrdbx)
                シリアル番号インストールツールと各種ファイル (SPROCMISC)

表 A-1 Solaris SPARC プラットフォーム版用 Sun Studio 8 製品のメタクラスタコン
ポーネントとパッケージ (続き)
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Sun Studio 8 パフォーマンスツール (SPROCPRFT)
                Sun Studio 8 パフォーマンスアナライザツール (SPROprfan)
                Sun Studio 8 用パフォーマンスツールの マニュアルページ / オンライン情報 

(SPROmrpan)

                Sun Studio 8 パフォーマンスアナライザ 64 ビットツール (SPROprfax)
                シリアル番号インストールツールと各種ファイル (SPROCMISC)

Sun Studio 8 デモ (SPROCDEMO)
                Sun Studio 8 コンパイラの使用例とプログラム (SPROdemo)

Sun Studio 8 構築ソフトウェア (SPROCBLD)
                Sun Studio 8 分散 make (SPROdmake)
                Sun Studio 8 dmake のマニュアルページ (SPROmrdmk)

Sun Studio 8 デモ (SPROCTDEMO)
                Sun Studio 8 ツールの使用例とプログラム (SPROtdemo)

Sun Studio 8 IDE (SPROCIDE)
                Sun Studio 8 dbx GUI プラグイン (SPROdbxui)
                Sun Studio 8 X-Designer プラグイン (SPROxdplg)
                Sun Studio 8 パフォーマンスアナライザ GUI (SPROprfgn)
                アナライザ GUI の Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrpgn)
                Sun Studio 8 ブランディングファイル (SPROidext)
                Sun Studio 8 ネイティブコネクタツール (SPROjnsnb)
                Sun Studio 8 ネイティブコネクタツール実行時 (SPROjnsrt)
                Sun Studio 8 ネイティブコネクタツールサポート (SPROjnsup)
                Sun Studio 8 ライセンス管理ツール (SPROnblic)
                Sun Studio 8 登録ツール (SPROnbreg)
                Sun Studio 8 NetBeans (SUNWnbide)

                Sun Studio 8 GUI インタフェースサポート (SPROsvc)

Sun Studio 8 X-Designer (SPROCXD)

                X-Designer GUI ビルダー (SPROfdxd)
                X-Designer のマニュアルページとオンラインヘルプ (SPROmrxd)

外部エディタ (SPROCED)
                Sun Studio 8 VIM 外部エディタ (SPROgvim)
                Sun Studio 8 XEmacs 21.4.12 (SPROxmbin)
                Sun Studio 8 XEmacs 21.4.12 (SPROxmshr)

                Sun Studio 8 XEmacs 21.4.12 ñ マニュアル (SPROmrxm)

表 A-1 Solaris SPARC プラットフォーム版用 Sun Studio 8 製品のメタクラスタコン
ポーネントとパッケージ (続き)
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Sun Studio 8 マニュアルセット (SPROMDOCS)
        Sun Studio 8 マニュアルセット (SPROCDOCS)
                Sun Studio 8 著作権と画像 (SPROhtbas)
                Sun Studio 8 リリースのマニュアル (SPROhtrel)
                Sun Studio 8 Tools.h++ 7.1 のマニュアル (SPROhttl7)
                Sun Studio 8 標準ライブラリ C++ のマニュアル (SPROhtstd)
                Sun Studio 8 コンパイラ FORT 77/95 (SPROhtftn)
                Sun Studio 8 C コンパイラのマニュアル (SPROhtcc)
                Sun Studio 8 共通ツールのマニュアル (SPROhtcom)
                Sun Studio 8 C++ コンパイラのマニュアル (SPROhtcpl)
                Sun Studio 8 OpenMP (SPROhtomp)
                Sun Studio 8 Sun Performance Library のマニュアル (SPROhtpl)
                Sun Studio 8 Dbx のマニュアル (SPROhtdbx)
                Sun Studio 8 アナライザ のマニュアル (SPROhtpan)
Sun Studio 8 X-Designer のマニュアル (SPROhtxd)

Sun Studio 8 Sun Performance Library (SPROMPLIB)
        Sun Performance Library (SPROCPERF)

                Sun Studio 8 コンパイラの共通コンポーネント (SPROLANG)
                Sun Studio 8 Fortran 95 ライブラリ (SPROLIB90)
                Sun Performance Library の Sun Studio 8 マニュアルページ (SPROmrpl)
                Sun Studio 8 PerfLib の共通コンポーネント (SPROplg)
                Sun Studio 8 別パッケージの共用 libsunmath (SPROsunms)
                Sun Studio 8 libsunmath 64 ビット (共用) (SPROsmsx)
                Sun Studio 8 Performance アーカイブライブラリ (SPROPL)
                Sun Studio 8 Performance 共用ライブラリ (SPROPLS)
                Sun Studio 8 区間演算ライブラリの共通コンポーネント (SPROiplg)
                Sun 区間演算ライブラリの Sun Studio 8 マニュアルページ (SPROmripl)
                Sun Studio 8 区間演算ライブラリ 32 ビット (SPROipl)
                Sun Studio 8 区間演算ライブラリ 64 ビット (SPROiplx)

Sun Studio 8 Source Distribution (SPROMSRC)
        DwarfLibrary Source Distribution (DWSRC)

                DwarfSupportLibrary ソース (SPROdwrfs)
        Red-Black ツリーライブラリ Source Distribution (RDBLKSRC)
                Red-Black_Tree_Library ソース (SPROrdbks)
        XEmacs エディタ Source Distribution (XMSRC)
                Sun Studio 8 XEmacs 21.4.12 - Source Distribution (SPROxmsrc)
        Sun Studio 8 STLport Source Distribution (STLSRC)

                STLPort バージョン 4 ソース (SPROstl4h)

表 A-1 Solaris SPARC プラットフォーム版用 Sun Studio 8 製品のメタクラスタコン
ポーネントとパッケージ (続き)
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表 A-2 Solaris x86 プラットフォーム版用 Sun Studio 8 製品のメタクラスタコンポーネ
ントとパッケージ

Sun Studio ソフトウェア (SPROMSTUDIO)
        Sun Studio 8 コンパイラ C (SPROCC)
                Sun Studio 8 コンパイラの共通コンポーネント (SPROLANG)
                Sun Studio 8 インクリメンタルリンカー (SPROILD)
                Sun Studio 8 コンパイラ C (SPROcc)
                Sun Studio 8 の共通ツール (SPROutool)
                C の Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrcc)
                Sun Studio 8 共通のコンパイラのマニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrcom)
                Sun Studio 8 インクリメンタルリンカーのマニュアルページ (SPROmrild)
                Sun Studio 8 数学ライブラリのマニュアルページ (SPROmr3m)
                Sun Studio 8 テストカバレージのマニュアルページ (SPROmrtcv)
                Sun Studio 8 dmake のマニュアルページ (SPROmrdmk)
                DwarfSupportLibrary のマニュアルページ (SPROmrdwf)
                Sun Studio 8 IDE README (SPROmride)

                Sun Studio 8 C9X 数学ライブラリ (SPROM9XS)
                Sun Studio 8 Sunmath ライブラリ (SPROSM)
                ソースブラウザの Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrsbe)
                Sun Studio 8 ソースブラウザ (SPROsbe)
                シリアル番号インストールツールと各種ファイル (SPROCMISC)
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Sun Studio 8 コンパイラ C++ (SPROCCC)
                Sun Studio 8 コンパイラの共通コンポーネント (SPROLANG)
                Sun Studio 8 インクリメンタルリンカー (SPROILD)
                Sun Studio 8 コンパイラ C++ (SPROCPL)
                Sun Studio 8 の共通ツール (SPROutool)
                Sun Studio 8 C++ Complex Library (SPROcmpl)
                Sun Studio 8 Tools.h++ 7.1 (SPROTL7)

                C++ の Sun Studio 8 標準ライブラリ (SPROSCL)
                C++ の Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrcpl)
                Sun Studio 8 共通のコンパイラのマニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrcom)
                Sun Studio 8 インクリメンタルリンカーのマニュアルページ (SPROmrild)
                Sun Studio 8 数学ライブラリのマニュアルページ (SPROmr3m)
                Sun Studio 8 テストカバレージのマニュアルページ (SPROmrtcv)
                Sun Studio 8 dmake のマニュアルページ (SPROmrdmk)
                DwarfSupportLibrary のマニュアルページ (SPROmrdwf)
                Sun Studio 8 IDE README (SPROmride)

                Sun Studio 8 C9X 数学ライブラリ (SPROM9XS)
                ソースブラウザの Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrsbe)
                Sun Studio 8 ソースブラウザ (SPROsbe)
                Sun Studio 8 Sunmath ライブラリ (SPROSM)
                Sun Studio 8 STLport (SPROSTLPORT)

                シリアル番号インストールツールと各種ファイル (SPROCMISC)

 Sun Studio 8 ガベージコレクタ (SPROCLGC)
                Sun Studio 8 ガベージコレクタ (SPROLGC)

Sun Studio 8 DBX デバッグツール (SPROCDBX)
                Sun Studio 8 デバッグツール (SPROdbx)
                Sun Studio 8 デバッグツール (SPROjdbx)
                dbx の Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrdbx)
                シリアル番号インストールツールと各種ファイル (SPROCMISC)

 Sun Studio 8 パフォーマンスツール (SPROCPRFT)
                Sun Studio 8 パフォーマンスアナライザツール (SPROprfan)
                パフォーマンスツールの Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 

(SPROmrpan)

                シリアル番号インストールツールと各種ファイル (SPROCMISC)

Sun Studio 8 デモ (SPROCDEMO)
                Sun Studio 8 コンパイラの使用例とプログラム (SPROdemo)

Sun Studio 8 構築ソフトウェア (SPROCBLD)
                Sun Studio 8 分散 make (SPROdmake)
                Sun Studio 8 dmake のマニュアルページ (SPROmrdmk)

表 A-2 Solaris x86 プラットフォーム版用 Sun Studio 8 製品のメタクラスタコンポーネ
ントとパッケージ (続き)
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Sun Studio 8 デモ (SPROCTDEMO)
                Sun Studio 8 ツールの使用例とプログラム (SPROtdemo)

Sun Studio 8 IDE (SPROCIDE)

                Sun Studio 8 dbx GUI プラグイン (SPROdbxui)
                Sun Studio 8 X-Designer プラグイン (SPROxdplg)
                Sun Studio 8 パフォーマンスアナライザ GUI (SPROprfgn)
                アナライザ GUI の Sun Studio 8 マニュアルページ / オンライン情報 (SPROmrpgn)
                Sun Studio 8 ブランディングファイル (SPROidext)
                Sun Studio 8 ネイティブコネクタツール (SPROjnsnb)
                Sun Studio 8 ネイティブコネクタツール実行時 (SPROjnsrt)
                Sun Studio 8 ネイティブコネクタツールサポート (SPROjnsup)
                Sun Studio 8 ライセンス管理ツール (SPROnblic)
                Sun Studio 8 登録ツール (SPROnbreg)
                Sun Studio 8 NetBeans (SUNWnbide)

                Sun Studio 8 GUI インタフェースサポート (SPROsvc)

Sun Studio 8 X-Designer (SPROCXD)

                X-Designer GUI ビルダー (SPROfdxd)
                X-Designer のマニュアルページとオンラインヘルプ (SPROmrxd)

表 A-2 Solaris x86 プラットフォーム版用 Sun Studio 8 製品のメタクラスタコンポーネ
ントとパッケージ (続き)



付録 A Sun Studio 8 のコンポーネントとパッケージ 63

外部エディタ (SPROCED)
                Sun Studio 8 VIM 外部エディタ (SPROgvim)
                Sun Studio 8 XEmacs 21.4.12 (SPROxmbin)
                Sun Studio 8 XEmacs 21.4.12 (SPROxmshr)
                Sun Studio 8 XEmacs 21.4.12 ñ マニュアル (SPROmrxm)

Sun Studio 8 マニュアルセット (SPROMDOCS)
        Sun Studio 8 マニュアルセット (SPROCDOCS)
                Sun Studio 8 著作権と画像 (SPROhtbas)
                Sun Studio 8 リリースのマニュアル (SPROhtrel)
                Sun Studio 8 Tools.h++ 7.1 のマニュアル (SPROhttl7)
                Sun Studio 8 標準ライブラリ C++ のマニュアル (SPROhtstd)
                Sun Studio 8 Dbx のマニュアル (SPROhtdbx)
                Sun Studio 8 アナライザのマニュアル (SPROhtpan)
                Sun Studio 8 C コンパイラのマニュアル (SPROhtcc)
                Sun Studio 8 共通ツールのマニュアル (SPROhtcom)
                Sun Studio 8 C++ コンパイラのマニュアル (SPROhtcpl)
Sun Studio 8 X-Designer のマニュアル (SPROhtxd)

Sun Studio 8 Source Distribution (SPROMSRC)
        DwarfLibrary Source Distribution (DWSRC)
                DwarfSupportLibrary ソース (SPROdwrfs)
        Red-Black ツリーライブラリ Source Distribution (RDBLKSRC)
                Red-Black_Tree_Library ソース (SPROrdbks)
        XEmacs エディタ Source Distribution (XMSRC)
                Sun Studio 8 XEmacs 21.4.12 - Source Distribution (SPROxmsrc)
        Sun Studio 8 STLport Source Distribution (STLSRC)

                STLPort バージョン 4 ソース (SPROstl4h)

表 A-2 Solaris x86 プラットフォーム版用 Sun Studio 8 製品のメタクラスタコンポーネ
ントとパッケージ (続き)
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 65

付録 B

パッチの識別番号と説明

Sun™ Studio 8 ソフトウェアには、オペレーティングシステムと製品のパッチが含ま
れています。このリリースのコンパイラやツールを正しく動作させるには、これらの

パッチが必要です。この付録では、このリリースに含まれている Solaris™ オペレー
ティングシステム (OS) 用と Sun Studio 8 用のパッチを示します。インストール時に
「コンポーネントの選択」ページでデフォルトの選択項目を変更しなければ、これら
のパッチが自動的にインストールされます。

表 B-1  に Solaris 7 OS (SPARC® プラットフォーム版) のパッチの識別番号と説明を
示します。

表 B-2 に Solaris 7 OS (x86 プラットフォーム版) のパッチの識別番号と説明を示しま
す。

表 B-3 に Solaris 8 OS (SPARC® プラットフォーム版) のパッチの識別番号と説明を
示します。

表 B-4 に Solaris 8 OS (x86 プラットフォーム版) のパッチの識別番号と説明を示しま
す。

表 B-5 に Solaris 9 OS (SPARC® プラットフォーム版) のパッチの識別番号と説明を
示します。

表 B-6 に Solaris 9 OS (x86 プラットフォーム版) のパッチの識別番号と説明を示しま
す。

表 B-1 Sun Studio 8 ソフトウェアと共にインストールされる Solaris 7 SPARC プラッ
トフォーム版用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

106950-24 リンカー (32 ビット)

106327-20 (106950-13 が必要) Solaris 7 C++ 実行時サポートライブラリ (32 ビット)
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106300-21 (106327-20 が必要) Solaris 7 C++ 実行時サポートライブラリ (64 ビット)

106748-04 SCCS および make (32 ビット)

107058-02 アセンブラ

表 B-2 Sun Studio 8 ソフトウェアと共にインストールされる Solaris 7 x86 プラット
フォーム版用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

106951-25 リンカー (32 ビット)

106328-18 Solaris 7 C++ 実行時サポートライブラリ (32 ビット)

106749-04 SCCS および make (32 ビット)

表 B-3 Sun Studio 8 ソフトウェアと共にインストールされる Solaris 8 SPARC プラッ
トフォーム版用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

109147-27 リンカー (32 ビット)

108434-13 (109147-07 が必要) Solaris 8 C++ 実行時サポートライブラリ (32 ビット) 

108435-13 (108434-13 が必要) Solaris 8 C++ 実行時サポートライブラリ (64 ビット)

111697-04 SCCS および make

114802-02 アセンブラ

表 B-4 Sun Studio 8 ソフトウェアと共にインストールされる Solaris 8 x86 プラット
フォーム版用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

109148-27 リンカー (32 ビット)

108436-11 Solaris 8 C++ 実行時サポートライブラリ (32 ビット)

111701-04 SCCS および make (32 ビット)

表 B-1 Sun Studio 8 ソフトウェアと共にインストールされる Solaris 7 SPARC プラッ
トフォーム版用のパッチ (続き)

パッチ識別番号 パッチの説明
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表 B-5 Sun Studio 8 ソフトウェアと共にインストールされる Solaris 9 SPARC プラッ
トフォーム版用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

111711-06 Solaris 9 C++ 実行時サポートライブラリ (32 ビット) 

111712-06 (111711-06 が必要) Solaris 9 C++ 実行時サポートライブラリ (64 ビット)

111703-03 SCCS および make (32 ビット)

112963-10 リンカー (32 ビット)

表 B-6 Sun Studio 8 ソフトウェアと共にインストールされる Solaris 9 x86 プラット
フォーム版用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

111713-04 Solaris 9 C++ 実行時サポートライブラリ (32 ビット)

113986-06 リンカー (32 ビット)

115114-01 アセンブラ
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 69

付録 C

J2SE テクノロジで必要なパッチの
識別番号と説明

Java™ 2 Standard Edition (J2SE) テクノロジで必要なパッチは、Sun Studio 8 ソフト
ウェアの J2SE インストーラに含まれています。これらのパッチは、Solaris オペレー

ティングシステム (OS) で J2SE テクノロジが正しく動作するために必要です。この付
録では、このリリースに含まれている Solaris OS 用のパッチを示します。J2SE テク
ノロジのインストール時に「コンポーネントの選択」ページでデフォルトの選択項目
を変更しなければ、これらのパッチが自動的にインストールされます。

表 C-1 に Solaris 7 OS (SPARC® プラットフォーム版) のパッチの識別番号と説明を
示します。

表 C-2 に Solaris 7 OS (x86 プラットフォーム版) のパッチの識別番号と説明を示しま
す。

表 C-3 に Solaris 8 OS (SPARC プラットフォーム版) のパッチの識別番号と説明を示
します。

表 C-4 に Solaris 8 OS (x86 プラットフォーム版) のパッチの識別番号と説明を示しま
す。

表 C-5 に Solaris 9 OS (SPARC プラットフォーム版) のパッチの識別番号と説明を示
します。

表 C-6 に Solaris 9 OS (x86 プラットフォーム版) のパッチの識別番号と説明を示しま
す。

表 C-1 J2SE テクノロジと共にインストールされる Solaris 7 SPARC プラットフォーム
版用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

107544-03 /usr/lib/fs/ufs/fsck

106950-24 リンカー
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106327-20 C++ の共用ライブラリ (32 ビット)

106300-21 C++ の共用ライブラリ (64 ビット)

108376-44 OpenWindows 3.6.1: Xsun 

107656-11 OpenWindows 3.6.1 libXt 

107702-12 CDE: 1.3 dtsession

108374-07 CDE: 1.3 libDtWidget

107226-19 CDE: 1.3 dtwm

107081-54 Motif 1.2.7 および 2.1.1: 実行時ライブラリ

107636-10 X 入力 / 出力手法

107153-01 zh.GBK songti.ttf で 3 文字不足

107834-04 dkio.h および commands.h

106541-27 カーネル更新

106980-23 libthread

表 C-2 J2SE テクノロジと共にインストールされる Solaris 7 x86 プラットフォーム版
用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

107545-03 /usr/lib/fs/ufs/fsck

106951-24 リンカー

106328-18 C++ の共用ライブラリ

108377-39 OpenWindows 3.6.1_x86: Xsun

107657-09 OpenWindows 3.6.1_x86: ERC X11R6.4 拡張

107703-12 CDE 1.3_x86: dtsession

108375-07 CDE 1.3_x86: libDtWidget

107227-19 CDE 1.3_x86: dtwm 

107082-54 Motif 1.2.7_x86 および 2.1.1_x86: 実行時ライブラリ

107637-10 X 入力 / 出力手法

107152-01 zh.GBK songti.ttf で 3 文字が不足

表 C-1 J2SE テクノロジと共にインストールされる Solaris 7 SPARC プラットフォーム
版用のパッチ (続き)

パッチ識別番号 パッチの説明
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114286-01 nei  のバグ修正

106542-27 カーネル更新

106981-23 libthread

表 C-3 J2SE テクノロジと共にインストールされる Solaris 8 SPARC プラットフォーム
版用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

108652-74 X11 6.4.1: Xsun 

108921-17 CDE 1.4: dtwm 

108940-57 Motif 1.2.7 および 2.1.1: 実行時ライブラリ

112003-03 64 ビット Solaris 8 iso-1 または iso-15 にフォントセットを読

み込めない

108773-18 IIIM と X 入力 / 出力手法

111310-01 /usr/lib/libdhcpagent.so.1

112472-01 Lucida Sans Thai Typewriter が選択されると Font2DTest2 が異
常終了する

109147-26 リンカー

111308-03 /usr/lib/libmtmalloc.so.1

112438-02 /kernel/drv/random

111111-03 /usr/bin/nawk

112396-02 /usr/bin/fgrep

110386-03 RBAC 機能

111023-02 /kernel/fs/mntfs および /kernel/fs/sparcv9/mntfs

108987-13 patchadd および patchrm 用のパッチ

108528-24 カーネル更新

108989-02 /usr/kernel/sys/acctctl および 
/usr/kernel/sys/exacctsys

108993-26 LDAP2 クライアント、libc、libthread、および libnsl ライ

ブラリ

表 C-2 J2SE テクノロジと共にインストールされる Solaris 7 x86 プラットフォーム版
用のパッチ (続き)

パッチ識別番号 パッチの説明
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表 C-4 J2SE テクノロジと共にインストールされる Solaris 8 x86 プラットフォーム版
用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

108653-63 X11 6.4.1_x86: Xsun 

108941-57 Motif 1.2.7_x86 および 2.1.1_x86: 実行時ライブラリ

108922-17 CDE 1.4_x86: dtwm

108774-18 IIIM と X 入力 / 出力手法

111307-05 boot.bin、bootconf.exe、bootenv.rc、および nbp

111311-01 /usr/lib/libdhcpagent.so.1

112473-01 Lucida Sans Thai Typewriter が選択されると Font2DTest2 が
異常終了する

112439-02 kernel/drv/random 

109148-26 リンカー

111309-04 /usr/lib/libmtmalloc.so.1

111112-03 /usr/bin/nawk

112397-02 /usr/bin/fgrep

110400-01 RBAC 機能

111024-02 /kernel/fs/mntfs

108988-13 patchadd および patchrm 用のパッチ

108529-24 カーネル更新

108990-02 acctctl  および exacctsys

108994-25 LDAP2 クライアント、libc、libthread、および libnsl ラ
イブラリ

表 C-5 J2SE テクノロジと共にインストールされる Solaris 9 SPARC プラットフォーム
版用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

113096-03 X11 6.6.1: OWconfig パッチ

112785-26 X11 6.6.1: Xsun パッチ

表 C-6 J2SE テクノロジと共にインストールされる Solaris 9 x86 プラットフォーム版
用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

112786-15 X11 6.6.1_x86: Xsun パッチ
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付録 D

Sun Studio 8 ソフトウェアのコン
ポーネントのバージョン番号

この付録では、Sun Studio 8 ソフトウェアに含まれているコンポーネントのバージョ
ン番号を示します。

表 D-1 に、各コンポーネントのバージョン番号を示します。

表 D-1 Sun Studio 8 ソフトウェアのコンポーネントのバージョン番号

コンポーネント バージョン番号

C 5.5

C++ 5.5

Fortran 95 7.1

dbx 7.2

dmake 7.4

Locklint 2.4

パフォーマンスアナライザ 7.2

Tools.h++ 7.1.0

標準 C++ ライブラリ 2.1.1

Sun パフォーマンスライブラリ 4.1

STLport 4.5.3

X-Designer 7.5

NCT 1.1

Xemacs 21.4.12

gvim 6.2



74  インストールガイド • 2004 年 3 月



75

用語集

60 日間試用シリアル番

号 Sun Studio 8 ソフトウェアを 60 日間無料で使用するための番号。インストール
時に生成できます。

Solaris™ JumpStart イ
ンストール Solaris JumpStart™ インストールは Solaris 9 オペレーティングシステム (OS) 

(SPARC® プラットフォーム版) および Solaris 9 OS (x86 プラットフォーム版) 
で使用できます。これを使用すると、ソフトウェアのインストールプロセスを
自動化して、Sun Studio 8 ソフトウェアを複数のシステムにインストールする
ことができます。

インストールディレクト
リ Sun Studio 8 ソフトウェア製品とライセンスをインストールするディレクト

リ。デフォルトのインストールディレクトリは、ソースコンピュータの /opt 
ディレクトリです。

試用版 (Try and Buy) 60 日間試用シリアル番号を使って、試用のためにインストールする Sun Studio 
8 ソフトウェア。

正規ライセンスのシリア
ル番号 購入製品とともに提供される 26 桁の番号。インストール中にこの正規ライセン

スのシリアル番号を入力するか、または snit ソフトウェアを使用して入力す
る必要があります。

ソースコンピュータ インストーラの実行先のマシン。このコンピュータに製品 CD-ROM をセット
します (またはダウンロードした製品ソフトウェアを配置します)。

ディスプレイコンピュー
タ インストーラウィンドウやコマンド行インストーラの表示先のコンピュータ。

ローカル表示によるインストールでは、ディスプレイコンピュータとソースコ
ンピュータは同じコンピュータです。リモート表示によるインストールでは、
ディスプレイコンピュータとソースコンピュータは別々のコンピュータです。

バッチインストーラ バッチインストーラは製品にパッケージ化されているインストーラで、最小限
の対話でコマンド行から各製品コンポーネントをインストールできます。
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リモート表示 インストール方法の 1 つで、製品 CD-ROM またはダウンロードした製品ソフ
トウェアが、インストーラのウィンドウまたはコマンド行インストーラとは異
なるコンピュータにあります。rlogin コマンドを使用して、製品 CD-ROM ま
たはダウンロードしたファイルを含むソースコンピュータにログインします。
インストーラウィンドウの表示先として、DISPLAY 環境変数に、ディスプレイ
コンピュータに接続されたモニターを設定します。インストーラはソースコン
ピュータで実行しますが、インストーラウィンドウやコマンド行インストーラ
はディスプレイコンピュータに表示します。

ローカル表示 インストール方法の 1 つで、製品 CD-ROM またはダウンロードした製品ソフ
トウェアが、インストールの実行に使用するものと同じコンピュータにありま
す。ソースコンピュータでインストーラを実行し、ソースコンピュータに接続
されたモニターにインストーラウィンドウを表示します。
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索引

数字
60 日間試用シリアル番号

正規ライセンスへのアップグレード, 13, 18, 22
生成, 18, 22

60 日間試用シリアル番号からのアップグレード

, 13, 22

I
IDE

起動, 31

J
JumpStart インストール, 24

N
NFS マウントファイルシステム

書き込み権, 49
リモート表示インストール, 7

P
productregistry ファイル、破壊された, 46

S
Solaris Product Registry ツール, 45, 46

T
ToolTalk ソフトウェアセッション、初期化, 49

あ
アクセシブルな製品マニュアル, xii
アンインストール

グラフィカルユーザーインタフェース, 38
コマンド行, 40
失敗、対処, 46

い
インストール

CD-ROM, 11
JumpStart, 24
NFS マウントファイルシステムでのリモート表

示, 7
概要, 2
グラフィカルユーザーインタフェース, 15
コマンド行, 19
失敗、確認と対処, 45
シンボリックリンクによってアクセスされる

ディレクトリ, 43
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ディレクトリ, 75
バッチインストーラ, 21
リモート表示, 5

か
環境変数

MANPATH, 27
PATH, 27
変更, 26

さ
サポートされている Solaris のバージョン, 3

し
シェルプロンプトについて, xi
システム条件, 3
書体と記号, x
条件、システム, 3
シリアル番号

60 日間試用シリアル番号, 75
60 日間試用シリアル番号からのアップグレード

, 17
60日間試用シリアル番号の生成, 18, 22
インストール, 18, 22
検索, 7
正規ライセンス, 75
忘れてしまったシリアル番号の問い合わせ, 48

シリアル番号インストールツール (snit)
60 日間使用版から正規ライセンスにアップグ

レードするために使用, 13
serial.dat ファイルの表示, 48
インストールされたシリアル番号の確認, 48

シリアル番号、内容の表示, 26, 48

す
スワップ空間

追加, 4

チェック, 3

せ
設定ウィザード

使用, 32

そ
ソースコンピュータ, 75

て
ディスプレイコンピュータ, 75

と
登録ウィザード

使用, 32

は
バージョン

コンポーネントの, 73
パッケージコンポーネント情報, 53
バッチ

インストール, 21
コマンドオプション, 22

パッチの識別番号と説明, 65, 69

ひ
表示

NFS マウントファイルシステムでのリモート表

示, 7
リモート, 5, 76
ローカル, 5, 76
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ふ
ファイル名のアンインストール, 38

ま
マニュアル、アクセス方法, xi ~ xiii
マニュアルの索引, xi

め
メタクラスタ情報, 53

ら
ライセンスファイル、内容の表示, 13

り
リモート表示, 5, 76

ろ
ローカル表示, 5, 76
ログファイル、参照, 48
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